
有
、
職
務
執
行
な
ど
に
つ
い

て
適
正
と
認
め
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　
次
に
加
藤
康
夫
会
長
よ
り

「
75
歳
以
上
高
齢
者
の
２
割
負

担
な
ど
、
患
者
負
担
増
の
諸

政
策
の
即
時
撤
回
」「
大
幅
な

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
引

き
上
げ
」「
地
域
の
病
床
確
保

・
入
院
医
療
の
充
実
」「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
医
療
分
野

へ
の
拡
大
反
対
」
等
を
柱
と

し
た
医
療
費
抑
制
政
策
の
中

止
、
公
的
医
療
費
の
総
枠
拡

大
を
求
め
る
２
０
２
２
年
度

の
活
動
方
針
が
提
案
さ
れ
た
。

　
引
き
続
き
、
川
西
譲
児
総

務
部
長
か
ら
は
収
入
支
出
予

算
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
た
（
関
連

６
〜
８
面
）。

　
総
会
の
締
め
く
く
り
に
、

伊
藤
正
美
政
策
部
長
か
ら
総

会
決
議
文
の
提
案
が
あ
り
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　
総
会
決
議
文
は
後
日
、
報

道
機
関
や
医
療
関
係
団
体
へ

送
付
し
た
。

宣
言
が
行
わ
れ
た
。

　
橋
本
透
副
会
長
か
ら
本
会

の
１
年
間
の
活
動
、
物
故
会

員
の
報
告
が
行
わ
れ
、
昨
年

ご
逝
去
さ
れ
た
19
名
の
会
員

に
黙
祷
を
捧
げ
た
。続
い
て
保

険
医
サ
ポ
ー
ト
北
海
道
の
業

績
に
つ
い
て
鈴
木
正
典
同
副

社
長
よ
り
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
議
案
審
議
で
は
佐
藤
明
理

財
政
部
長
か
ら
収
入
支
出
決

算
の
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
た
（
関
連
３
〜
５
面
）。

　
監
査
報
告
は
重
枝
朗
監
事

が
行
い
、
予
算
の
執
行
や
保

を
増
や
す
な
ど
社
会
保
障
制

度
の
改
悪
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
本
会
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
今
後
の
活
動
等
に
つ
い

て
ご
審
議
を
お
願
い
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
新

議
長
に
大
野
一
典
氏
を
選
出
。

大
野
一
典
議
長
、
荻
野
英
二

副
議
長
の
代
議
員
総
会
設
立

　
は
じ
め
に
挨
拶
に
立
っ
た

加
藤
康
夫
会
長
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
依
然
と
し

て
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
今
年
は
診
療
報

酬
の
改
定
が
行
わ
れ
た
が
、

医
業
経
営
を
改
善
さ
せ
る
内

容
と
は
到
底
言
え
ず
、
ま
た

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
負
担

医療改善へ向け、決意新たに

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
道
立
近
代
美
術
館
で「
フ
ェ

ル
メ
ー
ル
と
17
世
紀
オ
ラ
ン

ダ
絵
画
展
」
が
開
催
中
だ
。

注
目
作
品
は
『
窓
辺
で
手
紙

を
読
む
女
』。
画
中
画
キ
ュ
ー

ピ
ッ
ド
が
何
者
か
に
塗
り
潰

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
度
修

復
さ
れ
た
。
所
蔵
館
以
外
で

は
世
界
初
公
開
だ
▼
フ
ェ
ル

メ
ー
ル
は
ま
た
贋
作
事
件
で

も
有
名
だ
。
贋
作
者
は
ハ
ン
・

フ
ァ
ン
・
メ
ー
ヘ
レ
ン
。
法

廷
で
は
実
際
に
贋
作
を
描
い

て
み
せ
た
。
ナ
チ
ス
の
ヘ
ル

マ
ン
・
ゲ
ー
リ
ン
グ
へ
の
売

却
発
覚
時
に
は
一
転
英
雄
に

な
っ
た
。
酒
と
麻
薬
に
浸
り

58
歳
で
没
し
た
▼
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
品
薄
状
態

は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
。

睡
眠
導
入
剤
の
混
入
、
製
造

工
程
不
正
等
か
ら
数
社
の

メ
ー
カ
ー
が
行
政
処
分
を
受

け
た
。
こ
れ
は
命
に
関
わ
る

悪
質
な
贋
作
事
件
だ
。
実
際

に
健
康
被
害
が
報
告
さ
れ
た

▼
測
定
結
果
書
き
換
え
、
公

文
書
改
ざ
ん
、
フ
ェ
イ
ク
情

報
、
贋
作
は
周
囲
に
満
ち
て

い
る
。
圧
力
や
忖
度
を
排
し
、

自
由
に
調
査
し
公
表
で
き
る

シ
ス
テ
ム
が
不
可
欠
だ
。「
国

境
な
き
記
者
団
」
が
「
２
０

２
２
年
世
界
報
道
自
由
度
ラ

ン
キ
ン
グ
」
を
発
表
し
た
。

日
本
は
１
８
０
ヵ
国
中
71
位

で
先
進
国
中
最
下
位
ク
ラ
ス

だ
。
真
実
に
触
れ
る
に
は
、

リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
自
ら
を

研
ぎ
澄
ま
し
て
お
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

加藤 康夫

（
Ｙ
Ｋ
）
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５
月
28
日
、感
染
症
対
策
を
十
分
に
行
い

な
が
ら
第
10
回
代
議
員
総
会
を
開
催
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、２
０
２
１
年
度
活
動
報

告
・
収
支
決
算
、２
０
２
２
年
度
活
動
方

針
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、総
会
決
議
を
満

場
一
致
で
採
択
し
た
。

　

総
会
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択

第10回代議員総会

　

　

　

決　議

記

2022年5月28日
一般社団法人北海道保険医会　第10回代議員総会

　新型コロナウイルス感染拡大から2年を経過したものの、未だ終息は見通せ
ない。経済活動の不安定さに加え、原油価格の高騰、ウクライナ情勢等による
物価引き上げが相次ぎ、国民生活は厳しさを増している。医療現場でも受診抑
制による減収が続く中、今次診療報酬改定も実質はマイナス改定となり、医業
経営の悪化に拍車を掛けている。さらに政府は、本来行政が担うべき感染拡大
防止策や予防事業等の公衆衛生対策を医療機関に丸投げする一方、医療機
関への支援措置は段階的に縮小させており、国民の命、健康を守る国の責務
を放棄するものと言える。地域医療を守ることを最優先として、医療機関への大
規模な経済支援策を講じることが急務である。
　政府は10月に予定される「後期高齢者の窓口負担の2割化」を始め、今後も
OTC医薬品の保険外しや一部負担金の定額負担導入など、患者負担増の諸政
策に着手しようとしている。社会保障制度が危機的状況に瀕している今こそ、
患者・国民の健康を守り、国民生活を手厚く支援していく政策への転換を強く
訴えて行く必要がある。
　北海道保険医会は、国民・患者本位の政策実現を目指し、社会保障の充実と
安心・安全な社会を築くため、以下の通り決議する。

一、

一、

一、

一、

一、

一、

一、

一、
一、

一、

新型コロナウイルス感染症拡大で生じた医療機関の実質的減収分の全
額補填を求める
真の働き方改革を実現するため、医療者の所得・処遇の改善が図られ
るよう、大幅な診療報酬・介護報酬の引き上げを求める
75歳以上の高齢者の窓口2割負担など、患者負担増の諸政策の即時撤回
を求める
公立・公的病院の再編・統合計画を中止するとともに、急激な有床診療
所の減少に歯止めをかけ、地域の病床確保、入院医療の充実を求める
医療費削減を目的としない、医療・介護提供体制に資する「地域包括ケ
アシステム」「地域医療構想」の構築・推進を求める
極端な後発医薬品普及政策の見直しと、超高額医薬品の薬価設定ルー
ルの透明性を求める
個人情報漏洩につながりかねないマイナンバー制度の医療分野等への
拡大に反対する
混合診療全面解禁につながる選定療養制度の対象拡大に反対する
医師・歯科医師の裁量権を無視し、医療現場を混乱させる不当な審査、
指導・監査に反対する
消費税を減税し、医療へのゼロ税率の適用を求める

主な目次　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
拡
大
の
危
険

性
指
針
改
訂
な
ど
を
契
機
に

時
論

歯
科
保
険
診
療
研
究

道
路
交
通
法
施
行
規
則

の
改
正
が
順
次
施
行

●●
…
…
…

…
…
…

…
…
…

…

面
２３

〜
５
面

●
２
０
２
１
年
度
活
動
報
告

●
…

６
〜
８
面

２
０
２
２
年
度
活
動
方
針

●
会
員
訪
問

●

面
９

●

面
１０

▲加藤会長（左）と総会決議文を読み上げる伊藤政策部長

活
動
総
括

次
年
度
に
向
け
て

歯科医療安全に関する研修会
講師：小堀善則 氏
社会医療法人耳鼻咽喉科麻生病院　歯科口腔外科　歯科医師

歯科各種届出に係る研修会

第一部

※実際の参加状況を確認させていただき条件を満たした方に「受講終了証」をお渡しいたします。

【内容】歯科外来診療の院内感染防止対策に係る標準予防策及び新興感染症に対する
　　　対策、医薬品・医療機器の安全管理体制の整備、診療放射線に係る安全管理

歯科施設基準届出に係る研修会
講師：川上智史 氏
北海道医療大学歯学部　口腔機能修復・再建学系高度先進保存学分野　教授

第二部

【内容】歯科外来診療環境体制に係る研修、院内感染防止対策に係る研修、在宅療養
　　　支援歯科診療所に係る研修、か強診に係る研修

日　時 2022年7月2日（土）
15時～17時30分

申　込 本会ホームページから申込

締　切 6月24日（金）まで
参加費 無料
形　式 オンライン開催
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75
歳
以
上
窓
口
負
担

２
割
化
実
施
阻
止
へ

　
昨
年
の
通
常
国
会
で

「
75
歳
以
上
窓
口
負
担
２
割

化
」
法
案
が
、
自
民・公
明
・

維
新
・
国
民
各
党
の
賛
成

多
数
で
可
決
成
立
し
た
。

実
施
は
、
７
月
予
定
の
参

議
院
選
挙
後
の
10
月
を
予

定
し
て
い
る
。
高
齢
者
に

負
担
増
を
求
め
る
背
景
に

は
、
団
塊
世
代
層
が
今
年

か
ら
75
歳
以
上
に
な
り
始

め
る
こ
と
が
あ
る
。

　
現
在
、
75
歳
以
上
の
大

半
は
、
窓
口
負
担
が
１
割

で
あ
る
。
現
役
並
み
の
所

得
の
人
は
３
割
を
負
担
す

る
が
全
体
の
７
％
に
過
ぎ

な
い
。
２
割
負
担
の
層
を

つ
く
り
、
３
段
階
と
す
る

よ
う
だ
。
外
来
患
者
は
導

点
と
し
て
、
２
割
負
担
の

対
象
に
つ
い
て
は
、
国
会

審
議
を
経
ず
政
令
に
よ
る

変
更
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
将
来
に
際
限
な
く
対

象
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

　
多
く
の
国
民
は
、
日
本

の
社
会
保
障
の
ぜ
い
弱
性

に
気
づ
い
て
お
り
、
今
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
医

療
や
社
会
保
障
の
抑
制
で

は
な
く
さ
ら
な
る
拡
充
で

あ
る
。
高
齢
者
２
割
負
担

は
そ
れ
に
逆
行
す
る
行
為

で
あ
る
。
参
議
院
選
挙
を

控
え
「
75
歳
以
上
窓
口
負

担
２
割
化
実
施
阻
止
」
の

世
論
形
成
を
早
急
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

入
か
ら
３
年
間
、
１
カ
月

月
の
負
担
増
を
３
千
円
以

内
に
抑
え
る
緩
和
措
置
は

あ
る
が
、
２
割
負
担
と
な

る
の
は
、
75
歳
以
上
の
約

20
％
の
約
３
７
０
万
人
が

該
当
す
る
。
負
担
増
に
な
っ

た
場
合
、
３
人
に
１
人
が

「
通
院
を
減
ら
す
」「
貯
金

を
切
り
崩
し
て
き
た
が
底

を
つ
い
て
し
ま
う
」
な
ど

の
悲
痛
な
声
が
聞
こ
え
る
。

高
齢
者
は
複
数
の
基
礎
疾

患
を
抱
え
て
い
る
場
合
が

多
く
「
75
歳
以
上
窓
口
負

担
２
割
化
」
は
、
コ
ロ
ナ

に
よ
る
受
診
控
え
に
加
え

て
、
さ
ら
な
る
受
診
控
え

を
招
き
コ
ロ
ナ
お
よ
び
基

礎
疾
患
の
重
症
化
を
招
く

危
険
性
が
あ
る
。一
方
、

２
割
負
担
を
導
入
し
て
も

現
役
世
代
が
負
担
す
る
支

援
金
の
軽
減
効
果
は
25
年

度
で
８
３
０
億
円
に
と
ど

ま
る
。
１
人
あ
た
り
年
８

０
０
円
軽
減
す
る
に
過
ぎ

な
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
「
い
つ
で

も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で
も
」

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
実
感
し
た
が
、
国
民

生
活
は
も
と
よ
り
医
療
は

依
然
と
し
て
苦
し
い
状
況

で
あ
る
。
岸
田
政
権
は
、

コ
ロ
ナ
対
応
は
医
療
現
場

と
国
民
の
自
己
責
任
に
丸

投
げ
し
、
消
費
税
減
税
を

含
む
国
民
生
活
改
善
の
た

め
の
諸
要
求
に
は
背
を
向

け
て
い
る
。
さ
ら
に
問
題

利
尿
薬
や
糖
尿
病
治
療
薬
、

美
容
目
的
に
使
用
さ
れ
う
る

保
湿
ク
リ
ー
ム
等
の
特
定
の

医
薬
品
の
処
方
を
希
望
す
る

な
ど
、
医
薬
品
の
転
売
や
不

適
正
使
用
が
疑
わ
れ
る
よ
う

な
場
合
の
処
方
を
「
不
適
切

な
例
」
と
し
て
規
定
し
て
い

る
。
　
し
か
し
、
指
針
の
改
訂
以

降
、
糖
尿
病
治
療
薬
に
使
用

さ
れ
る
Ｇ
Ｌ
Ｐ‒

１
受
容
体
作

動
薬
を
や
せ
薬
と
し
て
適
応

外
使
用
す
る
医
療
機
関
が
増

加
す
る
な
ど
、
健
康
被
害
が

及
ぼ
さ
れ
る
事
態
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　
過
去
に
も
「
薬
剤
の
説
明

や
問
診
等
が
不
十
分
」「
副
作

用
が
出
た
と
き
の
医
師
の
対

応
が
不
十
分
」
と
い
っ
た
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、

現
時
点
の
指
針
に
お
い
て
も
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
対
面
診

療
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が

基
本
だ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
み
で
治
療
が
完
結
す
る
こ

と
も
あ
り
得
る
」
と
し
、
そ

の
可
否
は
個
別
に
判
断
さ
れ

る
た
め
、
こ
う
し
た
被
害
を

取
り
締
ま
る
こ
と
が
難
し
い

状
況
だ
。

ン
ラ
イ
ン
診
療
が
可
能
か
、

対
面
診
療
が
必
要
か
判
断
し
、

そ
の
後
、「
可
能
と
判
断
し
た

場
合
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

を
行
う
」
と
い
っ
た
２
段
階

の
運
用
が
現
場
で
可
能
か
ど

う
か
は
疑
問
が
残
る
。
患
者

の
負
担
や
医
療
現
場
の
多
忙

さ
か
ら
、
実
質
的
に
「
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
」
と
「
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
や
り
と
り
」
が
一

体
的
に
運
用
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
。

　
使
用
で
き
な
い
薬
剤
と
し

て
▽
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
▽

基
礎
疾
患
等
の
情
報
が
把
握

で
き
て
い
な
い
患
者
に
対
す

る
、
特
に
安
全
管
理
が
必
要

な
薬
品
（
診
療
報
酬
に
お
け

る
薬
剤
管
理
指
導
料
の
「
１
」

の
対
象
と
な
る
薬
剤
）▽
基
礎

疾
患
等
の
情
報
が
把
握
で
き

て
い
な
い
患
者
に
対
す
る
８

日
分
以
上
の
薬
剤―
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る　
　
。

　
ま
た
指
針
で
は
向
精
神
薬
、

睡
眠
薬
、
医
学
的
な
必
要

性
に
基
づ
か
な
い
体
重
減

少
目
的
に
使
用
さ
れ
う
る

性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、
か
か
り
つ
け
の
医

師
以
外
で
あ
っ
て
も
①
医
学

的
情
報
が
十
分
に
把
握
で
き
、

患
者
の
症
状
と
あ
わ
せ
て
医

師
が
可
能
と
判
断
し
た
場
合

②
情
報
が
な
い
場
合
で
も
医

師
と
患
者
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム

の
映
像
で
や
り
と
り
す
る「
診

療
前
相
談
」
を
行
い
、
患
者

の
情
報
を
把
握
で
き
る
場
合

―

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
初

診
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を

実
施
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
一
方
で
か
か
り
つ
け
の
医

師
の
定
義
に
つ
い
て
は
「
日

頃
よ
り
直
接
の
対
面
診
療
を

重
ね
て
い
る
等
、
患
者
と
直

接
的
な
関
係
が
既
に
存
在
す

る
医
師
」
と
し
て
診
療
の
期

間
や
定
期
的
な
受
診
の
有
無

に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
も
の

た
っ
て
は
「
初
診
か
ら
の
実

施
」「
対
面
診
療
の
体
制
」「
診

療
前
相
談
と
の
峻
別
」「
症
状
」

「
処
方
」
な
ど
が
論
点
と
し
て

議
論
さ
れ
て
き
た
。

　
初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
に
つ
い
て
は
「
か
か
り

つ
け
の
医
師
」
が
原
則
行
う

こ
と
と
明
記
さ
れ
た
。
得
ら

れ
る
情
報
が
視
覚
・
聴
覚
に

限
定
さ
れ
る
中
、
疾
病
の
見

落
と
し
や
誤
診
を
防
ぐ
必
要

で
は
な
い
と
も
し
て
い
る

　
　
　
。

　
対
象
と
な
る
症
状
に
つ
い

て
は
、（
一
社
）
日
本
医
学
会

連
合
が
作
成
し
た
「
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
の
初
診
に
適
さ
な

い
症
状
」
等
を
踏
ま
え
て
医

師
が
判
断
す
る
。
緊
急
性
が

高
い
症
状
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
が
適
さ
な
い
場
合
に

は
対
面
診
療
を
促
し
た
り
医

療
機
関
を
紹
介
す
る
こ
と
と

な
る
。

　
診
療
前
相
談
と
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
と
の
峻
別
に
つ
い
て

は
、
診
療
前
相
談
を
「
処
方

や
診
断
を
行
わ
な
い
」
行
為

と
位
置
づ
け
、
異
な
る
も
の

と
定
義
し
た
。

　
し
か
し
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
や
り
と
り
」（
診
療
前
相
談

な
ど
）
を
行
っ
た
上
で
、
オ

　
昨
年
６
月
に
政
府
が
閣
議

決
定
し
た
規
制
改
革
実
施
計

画
に
は
、
２
０
２
２
年
度
中

に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
さ

ら
な
る
活
用
に
向
け
た
基
本

方
針
」
を
策
定
し
活
用
の
好

事
例
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
み
な
ら
ず
専

門
医
と
地
域
の
医
師
と
の
間

で
行
わ
れ
る
症
例
に
関
す
る

相
談
な
ど
も
含
め
た
「
遠
隔

医
療
」
を
推
進
す
る
た
め
の

基
本
方
針
を
策
定
す
る
議
論

が
進
め
ら
れ
て
い
る　
　
　
。

議
論
の
中
で
、
規
制
の
見
直

し
が
必
要
と
な
れ
ば
、
指
針

の
さ
ら
な
る
改
訂
も
視
野
と

な
る
。
今
後
の
動
向
に
注
視

が
必
要
だ
。

　
今
年
１
月
に「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
適
切

な
実
施
に
関
す
る
指
針
」（
以
下
、指
針
）が

改
訂
さ
れ
、「
初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
」が
制
度
化
さ
れ
た
。４
月
か
ら
は
診
療

報
酬
改
定
に
よ
り
新
た
な
制
度
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、政
府
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
さ

ら
な
る
活
用
を
見
込
ん
で
い
る
。こ
れ
ら
を

取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

解　説

オンライン診療拡大の危険性
指針改訂などを契機に

表

　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
無
診

察
治
療
を
禁
止
す
る
「
医
師

法
第
20
条
」
へ
の
抵
触
有
無

が
論
点
の
１
つ
と
な
っ
て
お

り
、
指
針
に
定
め
た
項
目
を

遵
守
す
る
こ
と
で
適
法
と
し

て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
１
月
に
改
定
さ

れ
た
新
指
針
の
策
定
に
あ

指
針
改
訂
の
概
要

適
用
外
使
用
の
指
摘

政
府
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

さ
ら
な
る
活
用
を
見
込
む

図
１

図
２

図2 遠隔医療の更なる活用について（厚労省資料） 図1「オンライン診療の適切な実施に関する指針」に関するQ&A（一部抜粋）

表 薬剤管理指導料の「１」の対象となる薬剤

・

・

直近では、医師法第20条（無診察治療の禁止）との関係を中心に、「オンライン診療の適切な実施に関す
る指針の見直しに関する検討会」において、指針の見直しについて議論を行い、今年1月に改定を行った。
今後は、地域において、オンライン診療を含めた遠隔医療が幅広く適正に実施されるよう、取組を進めてい
く必要がある。

現　状

・

・

遠隔医療の更なる活用に向けた「基本方針」について検討。（本医療部会において協議）
【検討の視点】
　1.地域の医療提供体制の確保において、遠隔医療が果たす役割
　2.国、都道府県、医療関係者、それぞれが取り組むべき内容
　3.患者・住民の理解を進めるための取組
　4.個人情報の取扱いや情報セキュリティの在り方　等
地域の医療関係者や関係学会の協力を得て、遠隔医療の活用に関する好事例を収集するとともに、横展
開に向け、都道府県等を通じて周知。

今後の取組

抗悪性腫瘍剤

免疫抑制剤

不整脈用剤

抗てんかん剤

ジギタリス製剤

テオフィリン製剤

カリウム製剤
（注射薬に限る）

精神神経用剤

糖尿病用剤

膵臓ホルモン剤

抗HIV薬

血液凝固阻止剤
（内服薬に限る）

　オンライン診療の適切な実施に関する指針における「かかりつけの医
師」は、「日頃より直接の対面診療を重ねている等、患者と直接的な関係が
既に存在する医師」としているところであり、最後の診療からの期間や定
期的な受診の有無によって一律に制限するものではありません。

　「かかりつけの医師」にあたるかどうかについて、患者と直接的な関係
があると医師が判断できれば、最後の診療からの期間や受診の有無に
よって一律に制限するものではないと考えてよいですか。

Q

A

　差し支えありません。なお、その場合においても診療前相談は映像を用
いたリアルタイムのやりとりで行ってください。

　診療前相談を効果的かつ効率的に行うため、診療前相談に先立って、
メール、チャットその他により、患者から情報を収集することは差し支え
ありませんか。

Q

A

　診療等を行うことができない等の理由により、オンライン診療では、診
療に必要な情報が十分得られない場合もあることから、オンライン診療で
得られる情報のみで十分な治療ができるかどうかは個別に判断されるも
のと考えています。また、同じ疾患名でも個々の患者の状態は様々である
ことから、疾患名だけで判断することは困難です。

　疾患・病態によって、オンライン診療により、対面診療と大差ない診療
を行うことができる場合はあり、オンライン診療のみで治療が完結する
ことがあり得ますか。

Q

A



と
連
携
・
協
力
し
積
極
的
に
活
動
を
続
け
て
い
く
。

　
政
府
が
進
め
る
社
会
保
障
の
抑
制
、
医
療
・
介
護
の
改
悪
路

線
は
一
向
に
止
ま
ら
な
い
。
本
会
は
地
域
医
療
の
第
一
線
を
担

う
立
場
か
ら
、
会
員
の
協
力
の
も
と
医
療
改
善
に
向
け
た
諸
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
引
き
続
き
、
社
会
保
障
制

度
の
充
実
に
向
け
国
民
的
運
動
へ
と
発
展
さ
せ
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
一
）
医
療
を
取
り
巻
く
情
勢

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
置
き
換
わ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
波
は
、
こ
れ
ま
で
の
５
波
を
遥
か
に
凌
ぐ
勢
い
で
拡
大

し
、
検
査
体
制
や
濃
厚
接
触
者
の
追
跡
が
追
い
付
か
ず
、
一
部

で
は
病
床
も
逼
迫
す
る
事
態
も
招
い
た
。
２
０
２
１
年
夏
の
感

染
拡
大
を
踏
ま
え
、
国
は
各
都
道
府
県
に
「
保
健
・
医
療
提
供

体
制
確
保
計
画
」
の
策
定
を
通
知
し
病
床
確
保
に
備
え
、
さ
ら

に
第
６
波
の
始
ま
っ
た
１
月
に
は
自
治
体
の
判
断
に
よ
り
、
検

査
な
し
で
の
「
み
な
し
陽
性
」
の
診
断
も
可
能
と
す
る
な
ど
医

療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

結
果
的
に
保
健
所
機
能
は
停
滞
を
来
し
、
発
熱
外
来
は
受
診
患

者
で
溢
れ
、
自
宅
療
養
患
者
の
急
増
と
と
も
に
患
者
対
応
も
医

療
現
場
任
せ
の
状
況
に
陥
っ
た
。
一
方
、
政
府
は
、
新
規
感
染

者
の
拡
大
傾
向
が
見
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
乳
幼
児
へ
の
感

染
予
防
策
加
算
の
廃
止
や
コ
ロ
ナ
関
連
の
検
査
料
の
引
き
下
げ

と
い
っ
た
、
医
療
機
関
の
窮
状
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
経
済
的

措
置
を
強
行
し
た
。
コ
ロ
ナ
患
者
の
診
療
を
行
う
医
療
機
関
に

の
み
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
特
例
の
点
数
を
設
け
、
差
別
化

を
進
め
る
措
置
も
行
わ
れ
て
い
る
。
医
療
を
必
要
と
し
て
い
る

の
は
コ
ロ
ナ
患
者
だ
け
で
は
な
く
、
通
常
診
療
も
同
時
に
維
持

確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
う
し
た
対
策
こ
そ
が
地
域
医
療

を
守
る
と
い
う
政
策
的
視
点
が
求
め
ら
れ
る
。

　
患
者
負
担
増
、
医
療
費
削
減
に
向
け
た
政
策
も
次
々
と
打
ち

出
さ
れ
た
。
２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
を
巡
る
議
論
で

は
、
大
病
院
の
「
紹
介
状
な
し
受
診
の
定
額
負
担
」
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
特
定
機
能
病
院
及
び
一
般
病
床
２
０
０
床
以

上
の
地
域
医
療
支
援
病
院
に
加
え
、
一
般
病
床
２
０
０
床
以
上

の
「
紹
介
受
診
重
点
医
療
機
関
」
も
対
象
と
な
っ
た
。
ま
た
負

担
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
、
初
診
の
場
合
、
医
科
で
は
５
０
０
０

円
か
ら
７
０
０
０
円
に
、
歯
科
で
は
３
０
０
０
円
か
ら
５
０
０

０
円
と
な
る
。
国
民
に
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
概
念
が
未
だ
充

分
で
な
い
中
、
懲
罰
的
と
も
い
え
る
定
額
負
担
の
対
象
を
広
げ

る
こ
と
は
容
認
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
引
き
上
げ
分
は
保

は
じ
め
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
発
生
か
ら
２
年
を
経
過
し
た
今
な
お
世
界
中

で
猛
威
を
振
る
い
、
収
束
の
兆
し
は
一
向
に
見
え
な
い
。
日
本

国
内
で
も
新
た
な
感
染
の
波
と
と
も
に
新
規
感
染
者
は
急
増

し
、
第
６
波
の
ピ
ー
ク
で
は
１
日
10
万
人
を
超
え
る
爆
発
的
な

感
染
拡
大
に
見
舞
わ
れ
た
。
保
健
所
は
機
能
不
全
に
陥
り
、
医

療
提
供
体
制
も
整
備
確
保
が
不
十
分
な
ま
ま
医
療
崩
壊
の
瀬
戸

際
と
い
っ
た
状
況
を
招
き
、
次
の
波
の
到
来
も
予
想
さ
れ
る

中
、
国
民
の
健
康
、
生
活
へ
の
脅
威
が
現
実
的
な
も
の
と
し
て

身
近
に
迫
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
一
般
の
診
療
所
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
へ
の
協
力
を
始
め
、
発
熱
外
来
の
設
置
や
「
診
療
・
検
査
医

療
機
関
」
の
申
請
な
ど
、
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
立
場
か
ら

積
極
的
な
診
療
へ
の
取
り
組
み
も
広
が
っ
て
き
た
。
そ
の
一
方

で
、
患
者
の
受
診
抑
制
に
よ
る
収
入
減
少
、
感
染
防
止
対
策
に

伴
う
経
費
負
担
の
増
大
、
自
宅
待
機
と
な
っ
た
ス
タ
ッ
フ
に
代

わ
る
人
員
確
保
な
ど
医
療
現
場
の
困
難
も
続
い
て
い
る
。
医
療

提
供
体
制
の
維
持
、
整
備
が
コ
ロ
ナ
収
束
の
第
一
歩
で
あ
る
と

の
認
識
を
深
め
、
国
・
自
治
体
に
よ
る
手
厚
い
支
援
対
策
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
医
業
経
営
改
善
の
足
掛
か
り
と
し
て
期
待
さ
れ
た
２
０
２
２

年
度
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
本
体
部
分
が
僅
か
０
・
43
％
の
プ

ラ
ス
に
留
ま
り
、
ネ
ッ
ト
で
は―

０
・
94
％
と
５
回
連
続
の
マ

イ
ナ
ス
改
定
に
終
わ
り
医
療
関
係
者
を
失
望
さ
せ
た
。
医
療
機

関
の
経
営
再
建
は
さ
ら
に
遠
退
い
て
い
く
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

で
国
民
生
活
が
疲
弊
し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、「
高
齢
者
の
２

割
負
担
」
10
月
施
行
の
方
針
は
一
向
に
揺
る
が
な
い
。
医
療
提

供
側
、
受
給
側
双
方
へ
の
抑
圧
は
医
療
制
度
自
体
の
縮
小
を
目

論
む
、
国
民
不
在
の
政
策
方
針
で
し
か
な
い
。

　
本
会
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
各
種
の
会
員
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
医
療
機
関
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
う
医

業
経
営
の
実
態
等
を
調
査
し
関
係
機
関
へ
支
援
要
請
を
行
う
と

と
も
に
、
国
や
自
治
体
の
実
施
す
る
支
援
事
業
を
機
関
紙
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
情
報
発
信
し
、
会
員
の
診
療
体
制
の
サ

ポ
ー
ト
に
努
め
た
。
今
後
も
早
期
の
収
束
に
向
け
、
関
係
団
体

（3）第976号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2022年（令和4年）6月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

険
給
付
か
ら
控
除
さ
れ
る
保
険
免
責
制
度
の
仕
組
み
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。
患
者
・
医
療
機
関
の
意
図
し
な
い
混
合
診
療
と
も

い
え
、
今
後
、
他
の
点
数
項
目
に
広
げ
ら
れ
る
懸
念
も
あ
り
注

視
が
必
要
で
あ
る
。

　
２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
は
本
体
部
分
０
・
43
％
の

プ
ラ
ス
改
定
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
不
妊
治
療
な
ど
特
例
的

な
対
応
分
を
除
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
真
水
」
の
技
術
料
は
わ
ず

か
０
・
23
％
と
言
わ
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
医
業
経
営
を
改
善
さ
せ
る
も
の
に
は
到
底
な
ら
な
い
。
し

か
も
、
こ
の
機
に
乗
じ
特
例
的
に
緩
和
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
恒
久
化
も
強
行
さ
れ
た
。「
骨
太
の
方
針
２
０
２
１
」
に

も
、
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
初
診
の
導
入
が
明
記

さ
れ
て
い
た
が
、
今
次
改
定
で
具
体
化
さ
れ
新
点
数
と
し
て
設

定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
骨
太
方
針
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い

て
「
幅
広
く
適
正
に
活
用
」
と
も
示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら

な
る
緩
和
・
拡
大
も
予
想
さ
れ
る
。
診
断
の
見
誤
り
や
急
変
の

見
落
と
し
等
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
患
者
の
重

大
な
生
命
リ
ス
ク
に
直
結
す
る
。「
初
診
は
対
面
診
療
」
の
大

原
則
を
崩
す
こ
と
な
く
、
補
完
的
な
手
法
と
し
て
位
置
付
け
る

べ
き
で
あ
り
、
な
し
崩
し
的
な
導
入
に
は
引
き
続
き
反
対
の
声

を
上
げ
て
い
く
。

　
ま
た
、Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
て
患
者
の
薬
剤
情
報
や
特
定
検
診
情
報
等
を
取
得

し
た
場
合
の
点
数
も
新
設
さ
れ
て
い
る
。
普
及
が
進
ま
な
い
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
目
的
と
も

思
わ
れ
る
。
国
民
の
不
安
や
不
信
感
に
応
え
な
い
ま
ま
、
際
限

の
な
い
医
療
分
野
へ
の
利
用
拡
大
に
は
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
投
薬
で
は
リ
フ
ィ
ル
処
方
が
導
入
さ
れ
た
。
最
大
の
問
題
は

薬
剤
師
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
処
方
な
ど
、
医
師
で
は

な
い
薬
剤
師
の
医
学
的
判
断
や
裁
量
が
患
者
の
病
状
を
大
き
く

左
右
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。「
か
か
り
つ
け
医
」
や
「
か
か

り
つ
け
薬
剤
師
」
と
い
っ
た
医
療
機
能
が
整
備
さ
れ
た
上
で
、

十
分
な
連
携
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
導
入
の
前
提
条
件

と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
で
は
そ
の
よ
う
な
状
況
に
は
遠
く
至

ら
ず
、
利
便
性
の
み
が
独
り
歩
き
す
る
恐
れ
も
あ
る
。
リ
フ
ィ

ル
処
方
導
入
の
狙
い
は
「
薬
剤
給
付
の
適
正
化
」、
要
す
る
に

医
療
費
抑
制
政
策
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
再
診
料
、
処
方
箋
料
等

の
医
療
費
削
減
効
果
は
１
０
０
億
円
を
超
え
る
と
も
見
込
ま
れ

て
お
り
、
医
業
経
営
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
も
の
に
な
る
。
早

期
の
撤
回
や
運
用
の
制
限
等
を
求
め
る
運
動
が
必
要
と
さ
れ
る
。

（
二
）
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
会
の
調
査
、
支
援
要
請
等
の
取

　
　
　
り
組
み

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
対
す
る
各
種
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
情
報
提
供
、
支
援
要
請
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
た
。

　
２
０
２
２
年
１
月
に
入
院
施
設
を
も
つ
医
療
機
関
に
対
す
る

「
経
営
実
態
調
査
」
を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
実
情
、
経

営
状
況
を
探
っ
た
。
病
院
対
象
の
調
査
結
果
で
は
、「
医
療
従

事
者
の
不
足
」
の
回
答
が
６
割
を
超
え
、「
患
者
の
受
け
入
れ

困
難
」
も
25
％
の
病
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、

今
後
の
「
医
業
経
営
悪
化
の
見
通
し
は
」
８
割
近
く
に
上
り
、

厳
し
い
現
実
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
有
床
診
療
所
で
は
、

「
発
熱
患
者
の
外
来
受
診
を
制
限
し
た
」
が
５
割
を
超
え
感
染

防
止
対
策
の
難
し
さ
を
表
す
結
果
と
な
っ
た
。「
医
業
経
営
悪

化
の
見
通
し
」
も
約
６
割
と
、
入
院
施
設
を
持
つ
医
療
機
関
全

体
で
厳
し
い
経
営
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
実
態
を
明
ら
か
に
し

メ
デ
ィ
ア
に
訴
え
た
。

　
自
治
体
等
へ
の
要
請
で
は
、
余
剰
と
な
っ
た
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
活
用
の
た
め
、
接
種
順
位
に
関
わ
ら
ず
、
医
療
機
関
の
裁
量

で
接
種
出
来
る
と
す
る
要
請
を
昨
年
６
月
に
札
幌
市
長
に
行
っ

た
。
ま
た
、
10
月
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
数
が
減
少
し
支
援
事
業

の
対
象
か
ら
外
れ
る
医
療
機
関
が
出
る
こ
と
か
ら
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
支
援
事
業
の
要
件
緩
和
」

の
要
請
を
厚
生
労
働
大
臣
と
北
海
道
知
事
に
行
っ
た
。

　
２
０
２
１
年
６
月
に
は
、
一
連
の
コ
ロ
ナ
対
応
を
踏
ま
え
紙

参
議
院
議
員
及
び
道
議
、
札
幌
市
議
と
懇
談
し
、
本
道
に
お
け

る
医
療
の
実
情
を
伝
え
、
国
政
、
地
方
行
政
の
場
に
医
療
現
場

の
声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
訴
え
た
。

　
２
０
２
２
年
１
月
に
は
名
古
屋
検
疫
所
中
部
空
港
検
疫
所
の

守
屋
章
成
氏
を
招
き
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
最
新
エ
ビ
デ
ン

ス
の
整
理
と
今
後
の
展
望
」
の
テ
ー
マ
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
演
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
や
診
療
に
資
す
る
研
修

事
業
等
の
開
催
も
積
極
的
に
行
っ
た
。

　
こ
れ
と
併
せ
て
会
員
に
対
し
て
は
、
国
や
行
政
機
関
等
の
実
施

す
る
各
種
給
付
金
や
融
資
制
度
の
概
要
を
機
関
紙
や
メ
ー
ル
ニ
ュ

ー
ス
を
通
じ
情
報
提
供
を
行
い
、
申
請
手
続
き
の
円
滑
化
に
寄
与

し
た
。
感
染
状
況
が
安
定
し
な
い
中
、
行
政
の
措
置
や
医
療
を
巡

る
環
境
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
。
会
員
に
迅
速
に
正
確
な
情
報

を
届
け
る
と
い
う
本
会
の
役
割
が
一
層
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

（
三
）
患
者
負
担
増
の
歯
止
め
と
次
世
代
の
健
康
増
進
に
向
け

　
　
　
た
運
動
の
推
進

２
０
２
１
年
度
活
動
報
告

　
２
０
２
０
年
の
通
常
国
会
で
成
立
し
た
75
歳
以
上
の
２
割

負
担
化
は
、
２
０
２
２
年
10
月
の
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

長
期
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
的
疲
弊
、
原
油
高
騰
に

伴
う
物
価
の
引
き
上
げ
等
、
国
民
は
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
高
齢
者
は
家
計
に
お
け
る
医
療
費
負

担
が
多
く
、
こ
れ
以
上
の
負
担
増
は
生
活
困
窮
だ
け
で
は
な

く
、
受
診
抑
制
に
も
繋
が
り
重
症
化
を
も
招
き
か
ね
な
い
。

保
団
連
で
は
前
年
度
に
引
き
続
き
「
75
歳
以
上
医
療
費
窓
口

負
担
２
割
化
中
止
」
を
求
め
る
請
願
署
名
運
動
へ
の
協
力
を

全
国
の
保
険
医
協
会
に
要
請
し
た
。
本
会
も
こ
れ
に
応
じ
会

員
か
ら
集
約
し
た
多
数
の
署
名
を
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
に
提
出
し
た
。
必
要
な
医
療
が
費
用
の
心
配
な
く
受

け
ら
れ
る
制
度
の
維
持
、
確
立
を
目
指
し
、
今
後
も
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
２
０
２
１
年
８
月
に
保
団
連
が
実
施
し
た
「
学
校
健
診
後
治

療
調
査
」
の
本
道
集
約
分
の
結
果
を
メ
デ
ィ
ア
に
発
表
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
を

対
象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
後
に
お
け
る
、

①
学
校
健
診
で
の
各
種
健
診
・
検
査
の
要
受
診
率
の
把
握
、②

要
受
診
者
が
受
診
で
き
る
環
境
に
あ
る
か
の
把
握
、③
未
受
診

の
児
童
・
生
徒
の
学
校
で
の
様
子
や
困
り
ご
と
、
健
康
管
理
や

受
診
を
阻
む
要
因
の
把
握
を
目
的
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
集

約
結
果
で
は
、
学
校
健
診
の
結
果
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
必

要
と
診
断
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
際
に
受
診
し
た
児
童
・

生
徒
の
割
合
は
歯
科
健
診
で
18
・
８
％
、
眼
科
健
診
で
31
・
４

％
、
視
力
検
査
で
24
・
４
％
、
耳
鼻
科
健
診
で
28
・
１
％
、
聴

力
検
査
で
45
・
５
％
、
内
科
健
診
で
１
・
３
％
と
い
ず
れ
も
低

い
受
診
率
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
歯
科
で
は
、
い

わ
ゆ
る
「
口
腔
崩
壊
」
の
状
態
に
あ
る
児
童
・
生
徒
の
い
た
学

校
は
36
・
０
％
に
上
っ
て
い
た
。
発
表
を
受
け
Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放

送
局
か
ら
取
材
要
請
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ

れ
、
道
民
、
教
育
関
係
者
の
関
心
を
集
め
た
。
次
世
代
を
担

う
児
童
・
生
徒
の
健
康
増
進
と
健
全
な
発
育
を
目
指
し
、
国
や

自
治
体
等
に
対
し
て
政
策
提
言
や
各
種
支
援
対
策
の
要
請
活
動

等
も
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

（
四
）
医
業
経
営
と
保
険
医
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み

　
医
業
経
営
と
保
険
医
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
事
業
と
し
て
下
記

の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
し
た
。

　
組
織
部
で
は
恒
例
の
「
開
業
医
の
た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
」

を
３
回
開
催
し
た
。
近
年
、
従
業
員
の
雇
用
・
労
働
等
に
関
す



款 項

収　入　合　計

目 款 項 目
2021 年度決算額 2021 年度

予算額
予算対比
増　減 執行率

【　2021 年度収入支出決算書　】
2021 年 4月 1日～ 2022 年 3月 31日

単位：円収入の部
科　　目

1. 会費

2. 協力費

3. 共済運営費

4. 雑収入

5. 前年度繰越金

1. 会費

1. 寄付金

1. 保険医年金

1. 雑収入

1. 前年度繰越金
1. 前年度繰越金

2. 団体定期保険

3. 休業保障制度

4. 融資制度

5. 職団保険制度

1. 保険医年金

1. 団体定期保険

1. 休業保障制度

1. 融資制度

1. 職団保険制度

1. テキスト料
2. 預金利息
3. 雑入

2. 広告料
1. 寄付金

1. 広告料

1. 会費
2. 過年度収入

136,859,700

70,000

26,181,033

1,735,837

839,755,483

1,004,602,053 1,004,602,053 1,004,602,053 989,842,000

839,755,483
839,755,483

1,735,837
1,274,000

100,000 -30,000

136,859,700

0

15,154,603

7,744,778

2,880,520

0

401,132
401,132

0

2,880,520

7,744,778

15,154,603

70,000
70,000

0

136,202,200
657,500 500,000 157,500

130,500,000 5,702,200

131,000,000 5,859,700 104.5％
131,000,000 5,859,700 104.5％

104.4％
131.5％
70.0％

50,000 -50,000 0.0％
50,000 -50,000 0.0％
50,000 20,000 140.0％

10,000 -10,000 0.0％
10,000 -10,000 0.0％
300,000 101,132 133.7％
300,000 101,132 133.7％
860,000 875,837 201.8％
860,000 875,837 201.8％
820,000 454,000 155.4％

12,491 10,000 2,491 124.9％
449,346 30,000 419,346 1497.8％

839,760,000 -4,517 100.0％
839,760,000 -4,517 100.0％
839,760,000 -4,517 100.0％

14,760,053 101.5％

50,000 20,000 140.0％
18,122,000 8,059,033 144.5％
12,000,000 3,154,603 126.3％
12,000,000 3,154,603 126.3％
3,500,000 4,244,778 221.3％
3,500,000 4,244,778 221.3％
2,322,000 558,520 124.1％
2,322,000 558,520 124.1％

款 項 目 款 項 目
2021 年度決算額 2021 年度

予算額
予算対比
増　減 執行率

単位：円支出の部
科　　目

1. 会議費

2. 事業費

1. 会議費

1. 政策部

3. 広報部

6. 諸経費

2. 審査対策部

4. 発送費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 出版印刷費
3. 発送費
4. 研修会費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 新聞印刷費
3. 発送費
4. 取材費
5. 情報通信費

1. 会議費
2. 時局対策費
3. 印刷費

1. 総会費
2. 理事会費
3. 委員会費
4. 支部長会議費

3,031,088

58,666,239

286,500

8,274,607
1,091,000

531,000 -510,000

3,031,088

2,969,479

55,220
0

229,028
354,901

415,500
1,914,830

39,340

132,762
0

1,527,270
917,000
379,168
59,000

863,480
2,052,608
21,000
94,000

5,112,000 -3,059,392
4,014,000 -3,150,520

10,935,000 -7,903,912 27.7％
10,935,000 -7,903,912 27.7％

21.5％
40.2％
4.0％

1,278,000 -1,184,000 7.4％
91,150,,000 -32,483,761 64.4％
4,000,000 -2,472,730 38.2％

2,089,000 -174,170 91.7％
248,000 -18,972 92.4％
1,423,000 -1,068,099 24.9％
110,000 -54,780 50.2％
110,000 -110,000 0.0％
9,998,000 -1,723,393 82.8％
1,626,000 -535,000 67.1％

5,421,203 5,938,000 -516,797 91.3％
1,254,184

0
221,720

1,320,000 -65,816 95.0％
170,000 -170,000 0.0％
260,000 -38,280 85.3％
684,000 -397,500 41.9％

4. 文化厚生部
1. 会議費
2. 文化活動費
3. 研修会費
4. 調査研究費
5. 諸経費

2,430,368 3,203,000 -772,632 75.9％

1,118,815 2,039,000 -920,185 54.9％
50,000 94,000 -94,000 0.0％

506,580
0

754,973

582,000 -75,420 87.0％
5,000 -5,000 0.0％

483,000 271,973 156.3％

1,488,000 -571,000 61.6％
1,662,000 -1,282,832 22.8％
527,000 -468,000 11.2％
220,000 -87,238 60.3％
58,000 -58,000 0.0％
45,000 -5,660 87.4％

4,700,000 -1,730,521 63.2％
720,000 -304,500 57.7％

る
法
令
は
毎
年
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
、
労
務
管
理
の
ト
ラ
ブ
ル

事
例
が
増
え
て
い
る
。
２
０
２
２
年
１
月
に
特
定
社
会
保
険
労

務
士
の
原
田
三
恵
氏
を
招
き
「
労
務
・
雇
用
管
理
の
基
本
を
学

ぼ
う
」
の
テ
ー
マ
で
開
催
し
た
。
さ
ら
に
同
月
に
、「
医
療
機

関
の
税
務
に
つ
い
て
基
本
を
学
ぼ
う
」
の
テ
ー
マ
で
、
税
理
士

の
横
山
知
明
氏
を
招
き
、
医
業
所
得
等
に
関
す
る
税
務
の
基
礎

知
識
を
学
ん
だ
。
同
年
３
月
に
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
の
完
全

施
行
対
策
と
し
て
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
セ
ミ
ナ
ー
」
の
テ
ー

マ
で
、
弁
護
士
の
須
田
布
美
子
氏
に
よ
る
講
演
を
開
催
し
た
。

　
ま
た
共
済
部
は
２
月
に
、
相
続
対
策
を
テ
ー
マ
に
「
相
続
対

策
の
基
礎
」
に
つ
い
て
公
認
会
計
士
・
税
理
士
の
西
俊
輔
氏
を

招
き
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
講
座
を
開
催
し
、
相
続
・
贈
与
の
課
税
の

仕
組
み
や
有
効
な
対
策
等
が
解
説
さ
れ
た
。

　
い
ず
れ
の
講
演
会
も
全
道
各
地
か
ら
多
数
の
参
加
が
得
ら

れ
、
今
後
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
の
利
便
性
を
生
か
し
引
き
続
き
企
画

を
工
夫
し
開
催
し
て
い
き
た
い
。

（
五
）
組
織
拡
大
と
財
政
・
共
済
活
動

　
２
０
２
１
年
度
の
会
員
動
向
は
、
医
科
で
は
28
名
が
入
会

し
、
会
員
の
高
齢
化
等
に
伴
い
76
名
が
退
会
と
な
り
実
質
49
名

の
会
員
減
と
な
っ
た
。
歯
科
で
は
入
会
者
数
43
名
、
退
会
31
名

で
実
質
11
名
の
増
加
と
な
り
、
医
科
歯
科
全
体
の
総
会
員
数
で

は
３
２
４
２
名
と
な
り
、
38
名
の
減
少
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
財
政
面
で
は
、
法
人
資
産
の
保
全
、
管
理
体
制
の
整

備
に
努
め
た
。
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
事
業
の
リ
モ
ー
ト
化
に
対
応
す
べ
く
機
器
・
備
品

の
購
入
、
会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
、
必
要
な
体
制
整
備
に
努

め
た
。
一
方
、
財
政
支
出
の
効
率
化
、
事
務
経
費
の
見
直
し
等

も
徹
底
し
、
２
０
２
１
年
度
も
単
年
度
収
支
で
黒
字
決
算
を
達
成

で
き
た
。
安
定
し
た
活
動
推
進
の
た
め
財
政
基
盤
を
さ
ら
に
強
固

に
す
る
よ
う
、
継
続
し
て
効
率
的
な
予
算
の
執
行
に
努
め
た
い
。

　
共
済
制
度
に
つ
い
て
は
、
休
業
保
障
共
済
保
険
、
保
険
医
年
金
、

団
体
定
期
保
険
の
三
大
共
済
制
度
の
安
定
し
た
運
営
に
努
め
た
。

　
ま
た
、
本
会
が
１
０
０
％
出
資
し
た
収
益
会
社
「
合
同
会
社

保
険
医
サ
ポ
ー
ト
北
海
道
」
は
損
保
代
理
店
業
務
、
業
務
家
電

の
斡
旋
、
車
の
買
取
仲
介
等
の
事
業
を
展
開
し
、
会
員
の
日
常

診
療
の
支
援
の
一
助
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
な
お
、
各
部
の
諸
活
動
は
次
頁
以
降
に
掲
載
の
通
り
で
あ
る
。

※

各
部
の
活
動
方
針
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。
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科　目
資産の部

資産合計

Ⅰ 流動資産
現 金

敷 金

Ⅱ 固定資産
特 別 預 金
什 器 備 品

当 座 預 金
普 通 預 金
郵 便 貯 金
立 替 金

900,988,290 負債資本合計 900,988,290

負債合計 52,263,563

正味財産合計 848,724,727

（94,203,320）
0

3,050,901

（806,784,970）
803,734,067

2

8,548
86,522,712
1,523,680

負債の部
Ⅰ 流動負債
未払金
預り金
未払法人税等
退職金準備引当金
診療報酬改定対策引当金
コロナ感染対策引当金
傷害保険拠出金引当金

6,876,457
217,106
70,000

24,600,000
9,000,000
6,500,000
5,000,000

正味財産

（52,263,563）

正味財産の部
（848,724,727）

（うち当期正味財産増減額） （8,969,244）

1,148,380
拠 出 金 5,000,000

科　目金額欄 金額欄

8. 共済部 

9. 歯科部

3. 委員会費
4. 諸経費

1. 会議費
2. 歯科医政研究費
3. 出版印刷費
4. 発送費
5. 調査研究費
6. 研修会費
7. 諸経費

1. 会議費
2. 共済制度普及活動費

3,078,326

99,495
534,240

910,329
517,262

869,000
100,000

441,500
335,923

1,119,762
56,000
286,339

2,704,000 -1,584,238 41.4％

1,550,000 -1,450,000 6.5％
954,000 -43,671 95.4％
441,000 76,262 117.3％
111,000 -11,505 89.6％
2,277,000 -1,742,760 23.5％

48,000 94,000 -46,000 51.1％

4. 需要費

6. 光熱水費

1. 会務費
2. 印刷費
3. 通信費
4. 事務消耗品費
5. 備品購入費

543,293

21,289,206
200,000

28,072,000 -6,782,794 75.8％
1,440,000 -1,240,000 13.9％

997,700 2,050,000 -1,052,300 48.7％
2,153,430
1,416,449
1,934,474

2,761,000 -607,570 78.0％
2,496,000 -1,079,551 56.7％
2,000,000 -65,526 96.7％
408,000 135,293 133.2％

7. 事務所借用費
8. 公租公課

14,031,360
12,500

15,717,000 -1,685,640 89.3％
1,200,000 -1,187,500 1.0％

156,000 -100,000 35.9％
673,000 -386,661 42.5％
1,350,000 -908,500 32.7％
525,000 -189,077 64.0％
6,861,000 -3,782,674 44.9％
1,434,000 -565,000 60.6％

10. 支部活動費
1. 支部活動費

7,495,783
7,495,783

13,899,000 -6,403,217 53.9％
13,899,000 -6,403,217 53.9％

1. 人件費
1. 給料

42,889,985
42,889,985

49,649,000 -6,759,015 86.4％
49,649,000 -6,759,015 86.4％

2. 職員福利費
1. 職員保険料

6,873,242
6,660,806

7,239,000 -365,758 94.9％
6,855,000 -194,194 97.2％

2. 職員共済料 111,132 129,000 -17,868 86.1％
3. 福利厚生費 101,304 255,000 -153,696 39.7％

11. 事業対策費
1. 事業調査費

619,412
0

1,799,000 -1,179,588 34.4％
1,030,000 -1,030,000 0.0％

2. 資料購入費 619,412 769,000 -149,588 80.5％
12. 保団連関係費

1. 保団連費
27,032,181

26,475,679
34,749,000 -7,716,819 77.8％
28,646,000 -2,170,321 92.4％

2. 中央連絡費 556,502 6,103,000 -5,546,498 9.1％

6. 顧問指導料
1. 税務指導費

1,804,000
880,000

2,312,000 -508,000 78.0％
1,102,000 -222,000 79.9％

2. 法律指導費 924,000 1,210,000 -286,000 76.4％

収入合計
1,004,602,053 -

支出合計
155,877,326 =

次年度繰越正味財産
848,724,727

（うち当期正味財産増減額）
8,969,244

（5）第976号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2022年（令和4年）6月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

3. 事務局交通費
1. 交通費

6,410
6,410

132,000 -125,590 4.9％
132,000 -125,590 4.9％

5. 雑費
1. 雑費

1,547,156
1,547,156

2,587,000 -1,039,844 59.8％
2,587,000 -1,039,844 59.8％

3. 事 務 費 74,409,999 89,991,000 -15,581,001 82.7％

1. 予備費
1. 予備費

2,766,000 0 0.0％
2,766,000 0 0.0％

4. 予備費 2,766,000 0 0.0％

1. 退職金準備
　 引当金繰入 1.退職金準備引当金繰入

4,200,000

0

4,200,000

0

0 0.0％
0 0.0％

2. 診療報酬改定
　 対策引当金繰入 1.診療報酬改定対策引当金繰入

9,000,000
9,000,000

0 0.0％
0 0.0％

3. コロナ感染対策
　 引当金繰入 1.コロナ感染対策引当金繰入

6,500,000
6,500,000

0 0.0％
0 0.0％

5. 引当金繰入 19,700,000

0

0 0.0％

1. 法人税住民税等
1. 法人税住民税等

70,000
70,000

0 0.0％
0 0.0％

6. 法人税
　住民税等

70,000 0 0.0％

155,877,326 155,877,326 155,877,326 989,842,000 -833,964,674 15.7％支出合計

7. 財政部
1. 会議費
2. 業務費
3. 諸経費

937,590 1,495,000 -557,410 62.7％

319,000 319,000 0 100.0％
28,000 90,000 -62,000 31.1％

590,590 1,086,000 -495,410 54.4％

【　貸借対照表　】
2021 年 3月 31日 単位：円

6. 総務部
1. 会議費
2. 弔慰費
3. 厚生費
4. 渉外費
5. 運営費

1,735,276 3,539,000 -1,803,724 49.0％

386,250 978,000 -591,750 39.5％
623,000 831,000 -208,000 75.0％

56,596
0

669,430

270,000 -213,404 21.0％
100,000 -100,000 0.0％
1,360,000 -690,570 49.2％

5. 組織部

6. 諸経費

1. 会議費
2. 組織拡大費
3. 女性部会活動費
4. 出版印刷費
5. 発送費

13,959

1,446,185
77,000

4,203,000 -2,756,815 34.4％
324,000 -247,000 23.8％

304,875 2,100,000 -1,795,125 14.5％
188,541
810,920
50,890

478,000 -289,459 39.4％
1,058,000 -247,080 76.6％
239,000 -188,110 21.3％
4,000 9,959 349.0％
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以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
会
は
活
動
理
念
で
あ
る
「
国
民
の

健
康
を
守
る
た
め
保
険
医
療
の
改
善
を
期
し
、
併
せ
て
保
険
医

の
生
活
安
定
」
を
実
現
す
る
べ
く
、
２
０
２
２
年
度
も
社
会
保

障
の
充
実
、
改
善
に
向
け
積
極
的
に
活
動
し
て
い
く
。

一
．
医
療
・
社
会
保
障
を
巡
る
情
勢

（
一
）
地
域
医
療
構
想
の
狙
い
と
影
響

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
も
た
ら
し
た
医
業
経
営

の
悪
化
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。他
府
県
の
保
険
医
協
会
や
各

種
の
医
療
関
係
団
体
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、軒
並

み
医
業
収
益
の
減
少
傾
向
が
示
さ
れ
て
お
り
、と
り
わ
け
赤
字
基

調
と
な
っ
て
い
た
一
般
病
院
で
は
悪
化
が
著
し
い
と
さ
れ
て
い

る
。こ
う
し
た
中
、政
府
が
昨
年
発
表
し
た「
骨
太
の
方
針
２
０
２

１
」で
は
、コ
ロ
ナ
感
染
患
者
を
受
け
入
れ
た
医
療
機
関
に
の
み
、

減
収
や
病
床
確
保
を
支
援
す
る
方
針
が
示
さ
れ
、今
次
診
療
報
酬

改
定
で
も
点
数
評
価
さ
れ
て
い
る
。保
団
連
で
は
国
民
皆
保
険
制

度
支
え
る
保
険
医
療
機
関
の
経
営
と
医
療
活
動
を
保
障
す
る
の

は
国
の
責
務
と
し
て
、全
医
療
機
関
を
対
象
に
実
質
的
な
減
収
補

填
へ
の
財
政
措
置
、感
染
拡
大
防
止
等
支
援
補
助
金
の
増
額
と
手

続
き
の
簡
素
化
、エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
の
改
め
て
の
慰

労
金
支
給
を
訴
え
て
お
り
、本
会
も
こ
の
活
動
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、骨
太
の
方
針
で
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
社
会
保

障
の
縮
小・削
減
路
線
を
加
速
さ
せ
る
政
策
方
針
が
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
。コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
重
症
者・死
亡
者
を
可
能
な
限
り

抑
制
す
る
と
し
て
、緊
急
的
な
病
床
確
保
に
対
応
す
る
と
し
た
一

方
で
、病
床
削
減
を
迫
る
地
域
医
療
構
想
は
見
直
さ
れ
る
方
向
に

な
い
。さ
ら
に
、医
療
提
供
体
制
整
備
が
未
達
成
の
場
合
は「
都
道

府
県
の
責
務
を
明
確
化
す
る
」と
踏
み
込
ん
だ
対
応
も
示
唆
し
て

い
る
。公
立・公
的
病
院
の
統
合
再
編
方
針
も
同
構
想
の
中
で
継

続
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、新
た
な
感
染
症
の
出
現
な
ど
を
想

定
す
る
と
安
易
な
病
床
の
縮
小
再
編
は
リ
ス
ク
の
高
い
政
策
で

し
か
な
い
。こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
教
訓
を
生
か
し
、病
床

削
減
の
政
策
方
針
に
は
引
き
続
き
撤
回
、中
止
を
求
め
て
い
き
た

い
。

（
二
）
診
療
報
酬
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

　
２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
は
本
体
部
分
０
・
43
％
の

プ
ラ
ス
改
定
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
看
護
の
処
遇
改
善
、
不

妊
治
療
の
保
険
適
用
な
ど
特
例
的
な
対
応
分
を
除
い
た
、
い
わ

は
じ
め
に

　
２
０
２
１
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
に

翻
弄
さ
れ
た
年
と
な
っ
た
。
本
道
で
も
年
明
け
か
ら
の
第
６
波

で
は
感
染
者
数
が
急
増
し
、
隔
離
対
策
は
不
能
と
な
り
自
宅
療

養
へ
の
方
針
転
換
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
１
月
27
日
に
は
、
本

道
で
も
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
の
適
用
を
決
定
し
、
再

度
道
民
の
行
動
制
限
を
要
請
す
る
事
態
に
陥
っ
た
。
ワ
ク
チ
ン

の
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
も
思
う
よ
う
に
広
が
ら
な
い
中
、
新
た
な

感
染
の
波
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る

に
は
、
先
ず
は
医
療
提
供
体
制
の
建
て
直
し
が
必
要
で
あ
り
、

医
業
経
営
の
安
定
化
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
足
は
不
可
欠
な
対
策

と
さ
れ
る
。
今
年
こ
そ
感
染
収
束
に
大
き
く
前
進
す
る
年
と
な

る
よ
う
、
大
胆
な
医
療
へ
の
支
援
措
置
を
求
め
、
国
民
の
健
康

と
地
域
医
療
の
確
保
・
発
展
を
目
指
し
活
動
し
て
い
き
た
い
。

　
さ
て
、
岸
田
首
相
は
今
通
常
国
会
の
施
政
方
針
演
説
で
、
経

済
再
生
の
要
を
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
実
現
と
表
明
し
た
。

市
場
依
存
に
よ
る
格
差
・
貧
困
の
拡
大
、
競
争
効
果
の
重
視
に

よ
る
持
続
可
能
性
の
喪
失
、
行
き
過
ぎ
た
集
中
に
よ
る
都
市
と

地
方
の
格
差
等
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
「
新
自
由
主
義
」
を

乗
り
越
え
る
と
宣
言
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
末
に

発
表
さ
れ
た
新
経
済
・
財
政
再
生
計
画
工
程
表
２
０
２
１
で

は
、
薬
剤
自
己
負
担
の
引
き
上
げ
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外

し
、
介
護
保
険
の
給
付
範
囲
縮
小
な
ど
、
経
済
格
差
を
生
み
出

す
数
多
の
政
策
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
政
策
の
基
本
は
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
路
線
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
本
会
は
保
団

連
、
全
国
の
保
険
医
協
会
と
協
力
し
、
先
ず
は
10
月
か
ら
予
定

さ
れ
る
「
後
期
高
齢
者
２
割
負
担
化
」
の
撤
回
を
当
面
の
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
社
会
保
障

を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
２
年
を
超
え
る
コ
ロ
ナ
禍
は
、
国
民
生
活
を
疲
弊
さ
せ
医
療

機
関
の
経
営
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
国
民
の
生

命
、
地
域
医
療
を
守
る
立
場
か
ら
、
医
療
現
場
の
声
を
伝
え
国

政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
本
会
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
と

考
え
る
。
今
年
度
も
医
療
機
関
へ
の
支
援
と
国
民
生
活
の
保
障

の
２
本
柱
を
コ
ロ
ナ
対
策
の
中
心
に
据
え
引
き
続
き
活
動
し
て

い
き
た
い
。

ゆ
る
「
真
水
」
の
技
術
料
は
わ
ず
か
０
・
23
％
と
言
わ
れ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
医
業
経
営
を
改
善
さ
せ

る
も
の
に
は
到
底
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
機
会
に
乗
じ
特

例
的
に
緩
和
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
恒
久
化
も
強
行
さ
れ

た
。「
骨
太
の
方
針
２
０
２
１
」
で
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
よ

る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
初
診
」
の
導
入
が
明
記
さ
れ
て
い
た
が
、
今

次
改
定
で
早
く
も
新
点
数
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て
は
、「
幅
広
く
適
正
に
活
用
」
と
も
示

さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
な
る
緩
和
・
拡
大
も
予
想
さ
れ
る
。

診
断
の
見
誤
り
や
急
変
の
見
落
と
し
等
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

デ
メ
リ
ッ
ト
は
患
者
の
重
症
化
な
ど
重
大
な
生
命
リ
ス
ク
に
直

結
す
る
。「
初
診
は
対
面
診
療
」
の
大
原
則
を
崩
す
こ
と
な
く
、

補
完
的
な
手
法
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
で
あ
り
、
な
し
崩
し

的
な
導
入
に
は
引
き
続
き
反
対
の
声
を
上
げ
て
い
く
。

　
ま
た
、Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
て
患
者
の
薬
剤
情
報
や
特
定
検
診
情
報
等
を
取
得

し
た
場
合
の
点
数
も
新
設
さ
れ
て
い
る
。
普
及
が
進
ま
な
い
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
範
囲
を
広
げ
、
利
便
性
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
狙
い
と
考
え
ら
れ
る
。
普
及
が
広
が
ら
な
い
一

因
と
し
て
、
個
人
情
報
の
取
得
・
利
用
へ
の
懸
念
、
漏
洩
な
ど

情
報
管
理
へ
の
不
安
な
ど
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
国
民
や
医
療
関
係
者
の
信
頼
を
得
る
と
い
う
責
務
を
怠

り
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
や
診
療
報
酬
で
の
評
価
な
ど
経
済
的
な

誘
引
に
終
始
す
る
政
府
の
姿
勢
は
問
題
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
際
限
の
な
い
医
療
分
野
へ
の
利
用
拡
大
に
は
歯
止
め
を
か

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
最
近
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
製
造
過
程
の
問
題
に

よ
る
出
荷
調
整
に
伴
い
、
急
速
な
供
給
不
足
が
起
こ
っ
て
お
り

日
常
診
療
に
も
影
響
が
見
ら
れ
て
い
る
。
一
部
の
医
薬
品
で
は

先
発
医
薬
品
の
確
保
も
難
し
く
、
治
療
に
必
要
な
薬
剤
が
入
手

困
難
な
状
態
が
続
い
て
い
る
。
も
と
も
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
、
薬
剤
の
製
造
体
制
の
安
定
性
や
不
安
定
な
供
給
体
制
の

危
う
さ
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
診
療
報
酬
上
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
で
急
速
に
普
及
拡
大
が
進
め
ら
れ
た
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
生
産
体
制
の
検
証
を
早
急
に
進
め
る
と
と

も
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
政
策
誘
導
自
体
を
根
本
的

に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
保
団
連
と
協
力
し
運
動
を
進
め
る
と

と
も
に
、
関
係
団
体
等
へ
の
働
き
掛
け
も
強
め
て
い
き
た
い
。

（
三
）
健
全
な
歯
科
医
療
提
供
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の
価
格
が
高
騰
し
、
市
場
価
格
と

材
料
の
告
示
価
格
が
乖
離
す
る
「
逆
ザ
ヤ
」
問
題
は
長
期
化

し
、
歯
科
医
院
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診
抑
制
と
の
二
重

苦
で
経
営
状
況
は
さ
ら
に
過
酷
さ
を
増
し
て
い
る
。
保
団
連

や
全
国
の
保
険
医
協
会
の
運
動
の
成
果
で
、
随
時
改
定
の
ル

ー
ル
が
一
部
緩
和
さ
れ
た
も
の
の
、
現
行
制
度
の
枠
内
で
の

措
置
で
あ
り
根
本
的
な
解
決
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
お
け
る
紛
争
を
契
機
に
事
態
は
さ
ら
に
悪
化
が
続
い

て
い
る
。
材
料
の
市
場
実
勢
価
格
が
適
時
に
把
握
、
反
映
さ

れ
、
タ
イ
ム
ラ
グ
が
発
生
し
な
い
仕
組
み
へ
の
改
編
が
急
務

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
間
に
累
積
さ
れ
た
損
失
額
の
補
填

対
策
、
さ
ら
に
は
価
格
の
安
定
し
な
い
金
パ
ラ
以
外
の
代
替

材
料
の
開
発
、
保
険
適
用
の
拡
大
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
保

団
連
等
を
通
じ
強
く
要
請
し
て
い
き
た
い
。

　
歯
科
技
工
士
の
確
保
問
題
へ
の
対
応
も
引
き
続
き
活
動
を

進
め
る
。
歯
科
技
工
士
を
巡
る
処
遇
の
悪
化
で
志
望
者
数
が

減
少
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
傾
向
は
歯
科
医
療
提
供
体
制
の

脆
弱
化
、
ひ
い
て
は
国
民
医
療
の
質
の
低
下
に
繋
が
っ
て
い

く
。
歯
科
技
工
士
が
長
時
間
労
働
や
低
収
入
と
い
っ
た
環
境

に
置
か
れ
る
要
因
と
し
て
、
歯
科
技
工
料
の
原
資
と
な
る
技

術
料
部
分
の
診
療
報
酬
の
低
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
歯
科

医
院
、
歯
科
技
工
所
と
も
に
経
営
が
成
り
立
ち
、
安
定
し
た

歯
科
医
療
の
提
供
が
出
来
る
よ
う
診
療
報
酬
の
大
幅
な
引
き

上
げ
を
求
め
る
と
と
も
に
、
歯
科
技
工
会
と
の
連
携
を
深
め

お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
問
題
解
消
に
努
め
た
い
。

　
保
団
連
が
進
め
る
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
」
を
求

め
る
請
願
運
動
は
、
紹
介
議
員
が
１
０
０
名
を
超
え
過
去
最

高
を
達
成
す
る
な
ど
、
運
動
へ
の
理
解
が
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
。
今
年
度
も
さ
ら
に
全
国
の
保
険
医
協
会
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
長
年
の
低
歯
科
医
療
費
政
策

を
転
換
さ
せ
る
べ
く
「
歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
」
を
訴
え

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ニ
．
活
動
方
針
の
具
体
化

（
一
）
医
療
制
度
改
善
に
向
け
た
運
動

　
２
０
２
２
年
度
も
公
的
給
付
の
削
減
、
患
者
負
担
増
を
狙
う

社
会
保
障
改
悪
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
本
会

は
地
域
医
療
を
担
う
第
一
線
の
立
場
か
ら
、「
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
が
安
心
し
て
保
険
証
一
枚
で
受
診
で
き

る
医
療
を
目
指
し
て
引
き
続
き
諸
活
動
を
進
め
て
い
く
。

　
２
０
２
２
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
、「
後
期
高
齢
者
の

窓
口
負
担
原
則
２
割
へ
の
引
き
上
げ
」
に
対
し
阻
止
、
撤
回
を

求
め
て
運
動
す
る
。
保
団
連
の
実
施
す
る
署
名
活
動
等
に
協
力

し
、
本
道
選
出
国
会
議
員
へ
の
働
き
掛
け
や
市
町
村
議
会
へ
の

要
請
運
動
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
、
関
係
機
関
や
患
者
、
道

民
へ
理
解
を
求
め
協
力
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
に
対
す
る
支
援
強
化
も
引
き
続

き
求
め
て
い
く
。
患
者
の
受
診
控
え
の
影
響
は
未
だ
回
復
し
て

お
ら
ず
、
医
業
経
営
の
維
持
に
は
減
収
分
相
当
額
の
補
填
措
置

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
感
染
防
止
対
策
の
費
用
も
継
続
的
に

必
要
と
さ
れ
る
も
の
の
、
感
染
防
止
対
策
と
し
て
の
新
点
数
は

算
定
要
件
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
全
て
の
医
療
機
関
が
算
定
の

対
象
に
は
な
り
得
な
い
。
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
主
眼
に
、

補
助
金
等
の
継
続
的
な
支
援
対
策
を
求
め
て
い
く
。
ま
た
、
人

員
確
保
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
医
療
従
事
者
向
け
の
慰
労

金
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
緩
和
・
増
額
等
の
措
置
も
改
め
て
要

求
し
て
い
く
。

　
今
後
早
期
の
収
束
を
目
指
す
た
め
に
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
の
伸
展
が
鍵
を
握
る
。
一
般
開
業
医
の
個
別
接
種
へ
の
協
力

が
よ
り
円
滑
に
進
む
よ
う
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
支
援
事
業
の

充
実
な
ど
、
コ
ロ
ナ
関
連
の
各
種
支
援
措
置
に
つ
い
て
、
一
連

の
運
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
保
団
連
や
全
国
の
保
険
医
協
会
の
地
道
な
運
動
の
成
果
が
実

り
、
長
期
間
中
止
さ
れ
て
い
た
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積

極
的
勧
奨
」
が
再
開
さ
れ
た
。
再
開
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
意

義
を
積
極
的
に
発
信
し
、
接
種
事
業
へ
の
取
り
組
み
が
早
期
に

拡
大
継
続
す
る
よ
う
広
報
活
動
等
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
積
極
的
勧
奨
の
中
断
中
に
接
種
の
機
会
を
逃
し

た
方
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
促
進
と
対
象
者
の
拡
充
も

訴
え
て
い
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
要
求
運
動
を
展
開
す
る
上
で
、
重
要
な

の
は
患
者
・
道
民
の
理
解
と
協
力
、
加
え
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

対
す
る
積
極
的
な
情
報
発
信
で
あ
る
。
本
会
で
は
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
、
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
街
頭
宣
伝
活
動
、
歯
科
市

民
集
会
等
を
引
き
続
き
開
催
し
、
医
療
・
介
護
を
巡
る
問
題
に

つ
い
て
広
く
提
起
し
意
見
交
流
す
る
場
を
積
極
的
に
設
け
て
い

く
。

　
ま
た
、
日
々
変
化
す
る
医
療
情
勢
・
政
治
情
勢
に
つ
い
て
、

迅
速
、
適
確
に
会
員
に
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
北
海
道
保
険
医

新
聞
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
広

報
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
る
。

２
０
２
２
年
度
活
動
方
針
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各
部
の
活
動
方
針
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

款 項

収　入　合　計

目 款 項 目
2022 年度予算額 2021 年度

予算額
予算対比
増　減

前年度
予算比

【　2022 年度収入支出予算書　】
2022 年 4月 1日～ 2023 年 3月 31日

単位：千円収入の部
科　　目

1. 会費

2. 協力費

3. 共済運営費

4. 雑収入

5. 前年度繰越金

1. 会費

1. 寄付金

1. 保険医年金

1. 雑収入

1. 前年度繰越金
1. 前年度繰越金

2. 団体定期保険

3. 休業保障制度

4. 融資制度

5. 職団保険制度

1. 保険医年金

1. 団体定期保険

1. 休業保障制度

1. 融資制度

1. 職団保険制度

1. テキスト料
2. 預金利息
3. 雑入

2. 広告料
1. 寄付金

1. 広告料

1. 会費
2. 過年度収入

131,000

100

17,030

1,260

848,720

998,110 998,110 998,110 943,930

848,720
848,720

1,260
860

100 0

131,000

50

11,000

3,500

2,200

0

330
330

0

2,200

3,500

11,000

50
50

50

130,500
500 500 0

130,500 0

131,000 0 100.0％
131,000 0 100.0％

100.0％
100.0％
100.0％

50 0 100.0％
50 0 100.0％
50 0 100.0％

0
0 0

330 0 100.0％
330 0 100.0％
800 460 157.5％
800 460 157.5％
760 100 113.2％

10 10 0 100.0％
390 30 360 1300.0％

795,000 53,720 106.8％
795,000 53,720 106.8％
795,000 53,720 106.8％

54,180 105.7％

50 0 100.0％
17,030 0 100.0％
11,000 0 100.0％
11,000 0 100.0％
3,500 0 100.0％
3,500 0 100.0％
2,200 0 100.0％
2,200 0 100.0％

款 項 目 款 項 目
2022 年度予算額 2021 年度

予算額
予算対比
増　減

前年度
予算比

単位：千円支出の部
科　　目

1. 会 議 費

2. 事 業 費

1. 会議費

1. 政策部

4. 発送費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 時局対策費
3. 印刷費

1. 総会費
2. 理事会費
3. 委員会費
4. 支部長会議費

10,935

98,018

531 0

10,935

45

220
58

4,000
1,488
1,662
527

4,014
5,112
531
1,278

5,112 0
4,014 0

10,935 0 100.0％
10,935 0 100.0％

100.0％
100.0％
100.0％

1,278 0 100.0％
91,150 6,868 107.5％
4,000 0 100.0％
1,488 0 100.0％
1,662 0 100.0％
527 0 100.0％
220 0 100.0％
58 0 100.0％
45 0 100.0％

（
二
）
医
業
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
諸
活
動

　
医
療
機
関
に
対
す
る
個
別
指
導
、
適
時
調
査
の
実
施
件
数
も

増
加
傾
向
に
あ
り
、
再
指
導
や
報
酬
の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
ケ

ー
ス
も
多
数
に
上
っ
て
い
る
。
会
員
か
ら
の
質
問
・
相
談
に
対

し
、
個
別
指
導
等
で
の
指
摘
事
項
、
診
療
録
の
記
載
上
の
注
意

点
、
施
設
基
準
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
説
明
す
る
な
ど
、
行
政

調
査
へ
の
対
策
等
に
つ
い
て
も
懇
切
丁
寧
に
相
談
に
応
じ
る
。

併
せ
て
、
日
々
の
窓
口
業
務
で
の
疑
問
点
、
保
険
診
療
上
の
疑

義
や
相
談
等
、
日
常
診
療
の
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
も
努
め
て
い

く
。

　
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
法
改
正
、
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応

等
、
職
員
の
処
遇
改
善
や
規
程
の
整
備
等
、
労
務
管
理
上
の
対

応
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
近
年
話
題
と
さ
れ
る
医
療
従
事

者
の
働
き
方
改
革
は
法
整
備
が
進
み
各
医
療
機
関
で
の
対
策
も

急
が
れ
る
。
ま
た
、
人
材
不
足
も
恒
常
化
し
て
お
り
、
医
療
従

事
者
の
確
保
、
業
務
能
力
の
向
上
を
図
る
上
で
、
労
働
環
境
の

整
備
・
改
善
は
急
務
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
労
務
管
理
や
人
材
育
成
、
税
制
改
正
に
よ
る
課

税
対
策
な
ど
は
、
事
業
主
た
る
開
業
医
を
煩
わ
せ
て
お
り
、
医

療
経
営
に
資
す
る
情
報
の
収
集
や
知
識
の
修
得
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
本
会
で
は
会
員
の
日
常
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
、

今
年
度
も
各
種
の
「
開
業
医
の
た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
」「
歯

科
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」「
接
遇
電
話
対
応
マ
ナ
ー
講
座
」
等

の
日
常
業
務
に
役
立
つ
各
種
研
修
会
を
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
利
用
し
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
た
開
催
形
式
を
さ
ら
に
工
夫
し
企
画

し
て
い
き
た
い
。

（
三
）
組
織
拡
大
と
共
済
制
度
の
普
及

　
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
退
会
者
数
は
増
加
傾
向
が
続
い
て
い

る
が
、
会
員
の
メ
リ
ッ
ト
を
よ
り
高
め
魅
力
あ
る
組
織
と
し
、

実
質
増
員
と
な
る
よ
う
今
年
度
も
組
織
拡
大
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
。
特
に
、
勤
務
会
員
に
も
会
員
メ
リ
ッ
ト
広

げ
、
研
修
医
な
ど
若
い
医
師
、
歯
科
医
師
層
を
対
象
に
し
た
各

種
サ
ー
ビ
ス
も
検
討
し
て
い
く
。

　
共
済
制
度
の
普
及
で
は
、
休
業
保
障
共
済
保
険
、
保
険
医
年

金
、
団
体
定
期
保
険
の
三
大
共
済
制
度
の
加
入
拡
大
に
努
め

る
。
団
体
契
約
が
持
つ
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
ア
ピ
ー

ル
し
、
取
扱
い
生
命
保
険
会
社
と
も
連
携
強
化
し
て
、
普
及
拡

大
を
図
り
組
織
対
策
に
も
繋
げ
た
い
。

　
さ
ら
に
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
、
会
員
メ
リ
ッ
ト
の
向
上
の
た

め
、
三
大
共
済
制
度
に
加
え
て
、
本
会
の
子
会
社
で
あ
る
「
合

同
会
社
保
険
医
サ
ポ
ー
ト
北
海
道
」
と
連
携
し
、
損
保
商
品
販

売
事
業
の
ほ
か
会
員
の
日
常
診
療
の
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
諸
事

業
、
福
利
厚
生
事
業
等
も
充
実
さ
せ
て
い
く
。

　
そ
の
他
、
会
員
及
び
従
業
員
等
の
親
睦
を
目
的
と
し
た
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
、
親
子
一
泊
キ
ャ
ン
プ
旅
行
、
バ
ス
ツ
ア
ー
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
等
は
毎
年
好
評
を

博
し
て
い
る
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対

策
を
考
慮
し
た
上
で
、
可
能
な
範
囲
で
実
施
の
是
非
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

（
四
）
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
等
の
各
種
関
係
団
体
と
の
連
携

　
医
療
制
度
改
善
に
向
け
た
本
会
活
動
へ
の
理
解
と
連
携
を
目

的
に
、
こ
れ
ま
で
も
北
海
道
医
師
会
、
北
海
道
歯
科
医
師
会
、

札
幌
市
医
師
会
、
札
幌
歯
科
医
師
会
な
ど
各
種
関
係
団
体
と
定

期
的
に
懇
談
等
を
通
じ
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
度
も

道
民
の
健
康
増
進
、
地
域
医
療
の
向
上
を
図
る
べ
く
積
極
的
に

各
団
体
と
の
連
携
、
交
流
を
図
り
た
い
。

（
五
）
会
務
執
行
体
制
の
強
化
と
健
全
財
政
の
維
持

　
法
人
機
構
の
整
備
、
管
理
に
努
め
、
組
織
体
制
を
強
化
し
管

理
機
能
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
本
会
の
特
徴
で
あ
る
医
科
歯

科
一
体
の
活
動
を
効
果
的
に
展
開
す
る
べ
く
、
各
部
間
の
連
携

・
調
整
の
円
滑
化
に
努
め
、
医
科
歯
科
一
体
の
事
業
活
動
を
企

画
・
開
催
す
る
。

　
組
織
内
外
の
活
動
を
よ
り
活
発
化
す
る
と
と
も
に
、
均
衡
の

と
れ
た
予
算
編
成
と
健
全
な
財
政
運
営
に
務
め
る
。
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
単
年
度
黒
字
決
算
が
維
持
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
財
政
支
出
の
効
率
化
を
一
層
進
め
、
安

定
的
な
組
織
運
営
を
図
っ
て
い
く
。

三
．
選
挙
に
対
す
る
態
度

　
我
が
国
の
医
療
・
介
護
等
の
社
会
保
障
制
度
の
後
退
が
危
惧

さ
れ
る
中
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
選
挙
に
対
す
る
責
任
は
極
め

て
重
い
。
本
会
と
し
て
は
引
き
続
き
、
会
員
の
思
想
、
信
条
、

政
治
的
自
由
を
尊
重
し
、
こ
れ
を
守
る
態
度
を
堅
持
し
、
特
定

の
政
党
、
個
人
の
支
持
・
不
支
持
は
行
わ
な
い
。

　
な
お
、
各
部
の
活
動
方
針
は
次
頁
以
降
に
掲
載
の
通
り
で
あ

る
。



3. 広報部

6. 諸経費

2. 審査対策部
1. 会議費
2. 出版印刷費
3. 発送費
4. 研修会費
5. 調査研究費
6. 諸経費

1. 会議費
2. 新聞印刷費
3. 発送費
4. 取材費
5. 情報通信費

686

10,000
1,626

10,001

160
112

887
1,420

660
6,762 2,089 4,673 323.7％

248 639 357.7％
1,423 -3 116.9％
110 50 145.5％
110 2 101.8％
9,998 2 100.0％
1,626 0 100.0％

5,938 5,938 0 100.0％
1,320
170
260

1,320 0 100.0％
170 0 100.0％
260 0 100.0％
684 2 100.3％

4,700 5,301 212.8％
720 -60 91.7％

5. 組織部

6. 諸経費

1. 会議費
2. 組織拡大費
3. 女性部会活動費
4. 出版印刷費
5. 発送費

4

3,233
324

4,203 -970 76.9％
324 0 100.0％

2,045 2,100 -55 97.4％
478
198
184

478 0 100.0％
1,058 -860 18.7％
239 -55 77.0％
4 0 100.0％

4. 文化厚生部
1. 会議費
2. 文化活動費
3. 研修会費
4. 調査研究費
5. 諸経費

3,206 3,203 3 100.1％

2,269 2,039 230 111.3％
94 94 0 100.0％

582
5

256

582 0 100.0％
5 0 100.0％

483 -227 53.0％

8. 共済部 

9. 歯科部

3. 委員会費
4. 諸経費

1. 会議費
2. 歯科医政研究費
3. 出版印刷費
4. 発送費
5. 調査研究費
6. 研修会費
7. 諸経費

1. 会議費
2. 共済制度普及活動費

9,439

307
1,277

4,126
623

1,434
1,542

1,376
475

2,702
122
729

2,704 -2 99.9％

1,550 -8 99.5％
954 3,172 432.5％
441 182 141.3％
111 196 276.6％
2,277 -1,000 56.1％

130 94 36 138.3％

4. 需要費

6. 光熱水費

1. 会務費
2. 印刷費
3. 通信費
4. 事務消耗品費
5. 備品購入費

408

28,072
1,440

28,072 0 100.0％
1,440 0 100.0％

2,050 2,050 0 100.0％
2,761
2,496
2,000

2,761 0 100.0％
2,496 0 100.0％
2,000 0 100.0％
408 0 100.0％

7. 事務所借用費
8. 公租公課

15,717
1,200

15,717 0 100.0％
1,200 0 100.0％

156 -34 78.2％
673 56 108.3％
1,350 26 101.9％
525 -50 90.5％
6,861 2,578 137.6％
1,434 0 100.0％

10. 支部活動費
1. 支部活動費

13,899
13,899

13,899 0 100.0％
13,899 0 100.0％

1. 人件費
1. 給料

49,872
49,872

49,649 223 100.4％
49,649 223 100.4％

2. 職員福利費
1. 職員保険料

7,239
6,855

7,239 0 100.0％
6,855 0 100.0％

2. 職員共済料 129 129 0 100.0％
3. 福利厚生費 255 255 0 100.0％

11. 事業対策費
1. 事業調査費

1,799
1,030

1,799 0 100.0％
1,030 0 100.0％

2. 資料購入費 769 769 0 100.0％
12. 保団連関係費

1. 保団連費
34,749

28,646
34,749 0 100.0％
28,646 0 100.0％

2. 中央連絡費 6,103 6,103 0 100.0％

6. 顧問指導料
1. 税務指導費

2,312
1,102

2,312 0 100.0％
1,102 0 100.0％

2. 法律指導費 1,210 1,210 0 100.0％

3. 事務局交通費
1. 交通費

132
132

132 0 100.0％
132 0 100.0％

5. 雑費
1. 雑費

2,587
2,587

2,587 0 100.0％
2,587 0 100.0％

3. 事 務 費 90,214 89,991 223 100.2％

1. 予備費
1. 予備費

3,943
3,943

2,766 1,177 142.6％
2,766 1,177 142.6％

4. 予備費 3,943

795,000 795,000 0 100.0％

2,766 1,177 142.6％

1. 基本準備引当金
1. 基本準備金

445,000
445,000

445,000 0 100.0％
445,000 0 100.0％

2. 事務所建設等
　 準備引当金 1. 事務所建設等準備金

300,000
300,000

300,000 0 100.0％
300,000 0 100.0％

3. 退職金
    準備引当金 1. 退職金準備

50,000
50,000

50,000 0 100.0％
50,000 0 100.0％

5. 次年度繰越金
　正味財産

203,110 203,110 203,110 194,842 8,268 104.2％

998,110 998,110 998,110 989,842 8,268 100.8％支出合計

支出合計

6. 総務部
1. 会議費
2. 弔慰費
3. 厚生費
4. 渉外費
5. 運営費

3,495 3,539 -44 98.8％

978 978 0 100.0％
870 831 39 104.7％

387
100
1,160

270 117 143.3％
100 0 100.0％
1,360 -200 85.3％

7. 財政部
1. 会議費
2. 業務費
3. 諸経費

1,495 1,495 0 100.0％

319 319 0 100.0％
90 90 0 100.0％

1,086 1,086 0 100.0％
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解
し
や
す
く
、
う
つ
伏
せ
寝

が
原
因
の
突
然
死
の
リ
ス
ク
、

食
べ
物
の
口
移
し
に
よ
る
虫

歯
菌
の
感
染
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
法
制
化
な
ど
祖
父

母
世
代
に
は
思
い
も
つ
か
な

か
っ
た
こ
と
や
、
各
種
行
事

や
ご
祝
儀
の
違
い
（
夫
の
実

家
は
関
西
）
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
気
付
き
が
た
く
さ
ん
載
っ

て
い
る
。

　
初
孫
フ
ィ
ー
バ
ー
に
溺
れ

ず
、
そ
れ
を
一
歩
踏
み
止
ま

ら
せ
、
娘
夫
婦
や
先
方
の
祖

父
母
と
お
互
い
に
良
好
な
関

係
を
築
く
た
め
の
参
考
と
な

っ
た
。

　
こ
れ
が
掲
載
さ
れ
る
頃
、

我
が
家
に
初
孫
が
生
ま
れ
る
。

自
分
た
ち
が
娘
た
ち
の
子
育

て
を
し
た
の
が
約
25
年
前
。

そ
の
頃
と
は
時
代
も
変
わ
り

子
育
て
に
お
け
る
考
え
方
も

変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
は
当

然
で
あ
り
、
現
代
の
子
育
て

を
知
り
た
い
と
思
い
購
入
し

て
み
た
。

　
内
容
も
非
常
に
明
確
で
理

（9）第976号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2022年（令和4年）6月5日

ン
タ
カ
ー
、
持
ち
込
み
の
マ

イ
カ
ー
に
関
わ
ら
ず
、
業
務

を
行
う
車
両
全
て
が
ア
ル

コ
ー
ル
検
査
と
記
録
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

了
し
た
も
の
に
対
し
、
酒
気

帯
び
の
有
無
を
目
視
等
で
確

認
す
る
こ
と
、
確
認
内
容
を

記
録
し
１
年
間
保
存
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
全
運
転
管
理
者
等
を
選
任

し
な
か
っ
た
場
合
は
罰
金
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
検
査
の
対
象

と
な
る
の
は
、
社
用
車
、
レ

さ
い
。

　
10
月
１
日
か
ら
は
、
目
視

等
の
ほ
か
に
ア
ル
コ
ー
ル
検

知
器
を
用
い
て
確
認
し
、
検

知
器
が
正
常
に
作
動
し
故
障

が
無
い
状
態
で
保
持
し
て
お

く
こ
と
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
北
海
道
警
察
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

北 海 道 保 険 医 新 聞

孫
が
で
き
た
ら

　
　
　
ま
ず
読
む
本

宮 

本 

ま 

き 

子 

著

Ｎ 

Ｈ 

Ｋ 

出 

版

後
に
は
、
筋
肉
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い

ま
す
。
週
末
に
は
旅

行
や
温
泉
に
行
き
気

分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い

ま
す
。
今
年
の
冬
は
ス
キ
ー

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
体

を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
の

で
、
常
に
行
動
を
し
て
い
ま

す
。

―

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
現
在
は
歯
周
病
の
認
定
医

で
す
の
で
、今
後
は
、歯
周
病

専
門
医
と
な
る
こ
と
が
目
標

で
す
。父
親
と
弟
が
歯
科
医

師
の
た
め
、家
族
で
協
力
し

家族で協力して
大きな歯科医院へ

多田　和弘 先生
多田歯科医院　室蘭市136136

略歴
　北海道室蘭市出身。2007年に日本歯科
大学新潟生命歯学部卒業。2012年に日本
歯科大学大学院新潟生命歯学研究科 歯
周機能治療学修了。

で
あ
り
、
後
を
継
ぐ
た
め
に

歯
科
医
師
に
な
り
ま
し
た
。

―

お
仕
事
で
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は

　
勉
強
し
て
身
に
つ
け
た
知

識
と
技
術
が
、
直
接
臨
床
に

結
び
つ
き
、
患
者
さ
ん
の
歯

の
健
康
に
貢
献
で
き
た
時
で

す
。
同
じ
目
標
を
持
っ
た
先

生
達
と
勉
強
会
で
交
流
を
持

て
る
こ
と
も
嬉
し
い
で
す
。

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
は

　
日
々
、
学
会
や
講
演
会
に

参
加
し
て
新
し
い
知
識
・
技

―

本
会
に
入
会
し
た
理
由
は

　
保
険
を
し
っ
か
り
と
理
解

し
た
い
た
め
で
す
。

―

ご
専
門
は

　
歯
周
病
で
す
。

―

歯
科
医
師
に
な
っ
た
理
由
は

　
専
門
職
を
身
に
つ
け
た
か

っ
た
こ
と
と
、
歯
を
健
康
に

保
つ
こ
と
が
全
身
の
健
康
に

繋
が
る
た
め
で
す
。
人
生
１

０
０
年
時
代
と
な
り
、
よ
り

自
分
の
歯
で
食
事
を
す
る
人

生
が
長
く
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
父
親
も
歯
科
医
師

術
を
身
に
つ
け
、
診
療
に
活

か
す
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。

―

目
指
し
て
い
る
医
院
像
は

　
歯
周
病
と
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

を
専
門
と
し
た
医
院
で
す
。

　
患
者
さ
ん
が
、
多
田
歯
科

医
院
に
行
っ
て
「
本
当
に
よ

か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
歯
科
医
院
。
そ
し
て
ス
タ

ッ
フ
が
多
く
、
み
ん
な
仲
良

く
支
え
合
い
、
同
じ
目
標
を

持
っ
て
患
者
を
治
療
す
る
病

院
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

―

ご
趣
味
は

　
毎
日
の
習
慣
と
し
て
診
療

て
室
蘭
市
で
一
番
大
き
な
歯

科
医
院
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。学
会
で
講
演
が
で
き
る

よ
う
に
日
々
努
力
を
行
い
、

同
じ
目
標
を
持
っ
た
先
生
達

と
の
交
流
を
大
切
に
し
、歯

科
医
師
人
生
を
楽
し
く
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―

是
非
専
門
医
と
な
っ
て
ご
家

　
族
と
と
も
に
、
ご
活
躍
い
た

　
だ
き
た
い
で
す
。

（
Ｍ
・
Ｓ
）

（
聞
き
手
　
事
務
局
田
中
）

道
路
交
通
法
施
行
規
則
の

　
　
　
　
　
　
改
正
が
順
次
施
行

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
２
年
度
歯
科
部
関
連
事
業
の
具
体
化

　
に
つ
い
て

　
・   （
７
／
２
）
歯
科
各
種
届
出
に
係
る
研
修
会

　

   

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
コ
ロ

　

   

ナ
の
感
染
状
況
に
よ
り
検
討
を
行
う
。

②
そ
の
他

　

 

・ （
６
／
５
号
）「
歯
科
保
険
診
療
研
究
」
原
稿

　

   

の
確
認

第
2
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
5
月
11
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

第
3
回
歯
科
部
担
当
理
事
会　
　
　
　
　

…

6
月
8
日（
水
）午
後
７
時

　
業
務
中
の
飲
酒
運
転
事
故

な
ど
の
重
大
事
故
を
防
止
す

る
た
め
、
２
０
２
２
年
道
路

交
通
法
施
行
規
則
の
改
正
が

順
次
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

動
車
等
を
一
定
台
数
使
用
す

る
医
療
機
関
は
対
応
が
必
要

で
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
、
自
動
車

を
５
台
以
上
業
務
で
使
用
す

る
等
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る

医
療
機
関
は
、
安
全
運
転
管

理
者
を
専
任
し
、
業
務
と
し

て
運
転
す
る
者
・
運
転
を
終

銷夏特集号　原稿募集中！
字　数

600～800字
締切日
7月7日（木）
テーマは問いません。随筆
（身辺雑記、趣味紹介、紀行
文）など何でも結構です。写
真も募集しておりますので、
奮ってお寄せください（図書
カードを贈呈いたします）。

作品は、こちらまで

北海道保険医会 広報部
〒060-0042　札幌市中央区大通西6丁目6 北海道医師会館3階

011-231-6281 011-231-6283
info@h-hokenikai.comE-mail

北海道警察HP

※安全運転管理者の専任
　乗車定員が11人以上の自動車
１台以上、その他の自動車にあっ
ては５台以上を使用している事業
所ごとに安全運転管理者（道路交
通法施行規則第９条の８）を１名
専任する。
　＊自動二輪車（原動機付自転
　　車を除く）は１台を0.5台とし
　　て計算する。
　＊業務で使用する車両を台数
　　として計算する。
　＊自動車の台数が20台以上の
　　場合は副安全運転管理者を
　　専任し、20台毎に1人の追加
　　専任が必要となる。

　医療・介護・税金について負担軽減
の制度や利用方法など、患者さん向
けに各種軽減制度をわかりやすく解
説したパンフレットです。患者さんか
らも相談をうけた際にも役立ちます。
待合室でご活用ください。

「税　　金」：

「医　　療」：

「介　　護」：

「障　　害」：

「生活保護」：

「そ の 他」：

収入・所得・課税所得の違いをは
じめ確定申告の際に役立つ「医
療費控除」など。
窓口負担が高額になった際に使
える「高額療養費制度」など。
「介護保険の食事代・居住費」の
軽減など。
障害者手帳の交付や特別障害
者手当など。
生活保護の月額支給額例、就学
援助制度の紹介など。
小児弱視などの治療用眼鏡等は
健康保険の対象になるなど、忘
れがちなお役立ち制度を掲載。

待合室でご活用ください！

知っトクパンフ2022年版

お申込み、お問合せは、本会事務局まで

好評につき

※それ以上は１冊10円（送料実費負担）で販売いたします。
　北海道保険医会へご注文ください。

一会員50冊まで無料（送料無料）となりました！

〈解説内容〉



保険医年金 お申込締切日 2022年6月25日
2022年9月1日責任開始日

・予定利率は１.140％（2022年7月1日より適用）

・月払は１口１万円～、一時払は１口５０万円～
・加入5年以降なら何歳からでも年金受給が
  できます（4種類から自由に選択）
・掛金の中断・再開もできます

大好評
受付中！

※受託生保会社の運用結果にかかわらず上記予定利率が
　最低保証されます。

グループ保険
①法人加入の場合の保険料は原則全額損金算入できます。
②断然安い保険料で最高6,000万円まで保障します。
③剰余金が生じた場合は配当金としてお支払いします！
④面倒な医師の診査は不要。簡単な告知でお申込みできます。

月額保険料と保障金額〈会員本人 男性の場合〉※一部抜粋

〈お申込み資格〉●会員・配偶者・・・満65歳6カ月未満の方
　　　　　　　●こども・・・満2歳6カ月超　満22歳6カ月以下の方

2020年度
配当率

52.79％！

死亡時・高度障害時にお支払いする保険

保険年齢 6,000万円 5,000万円 1,000万円 500万円
46～50歳 14,100円

20,520円
29,640円

11,750円
17,100円
24,700円

2,350円
3,420円
4,940円

1,175円
1,710円
2,470円

51～55歳
56～60歳

45,360円 37,800円 7,560円 3,780円61～65歳
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総合医療管理加算（総医）
について

問

問

（1）・

・

・

・

総医の施設基準が廃止され、全ての医療機関で歯科疾患管理
料（歯管）の加算・50点が要件を満たせば算定できる。
別の医科保険医療機関の担当医から歯科治療にあたり総合的
医療管理が必要な患者の全身状態や服薬状況について診療情
報提供料に定める様式に基づいた文書で情報提供を受けた場
合、その患者に対し療養上の指導や適切な総合医療管理を実施
した場合に算定する。
カルテには、医科保険医療機関からの情報提供に関する内容お
よび担当医の保険医療機関名を記載、または提供文書の写しを
添付する。
歯科治療時医療管理料（医管）は引き続き施設基準の届出が必要。

糖尿病の患者、骨吸収抑制薬投与中の患者、感染性心内膜炎のハイリ
スク患者、関節リウマチの患者、血液凝固阻止剤投与中の患者、HIV感
染症の患者

（2）・管理対象となる患者に「HIV感染症の患者」が追加された。

１.総合医療管理加算（総医）の変更点

（1）歯科診療を行うにあたり慢性疾患を有する患者または全身的な管
理が必要な患者に対し、その患者の同意を得て歯科診療を行うも
の以外の保険医療機関で行った検査結果、投薬内容などの診療情
報について、その保険医療機関に文書で提供を求めた場合、保険
医療機関ごとに患者1人につき、診療情報の提供を求めた月から3
月に1回に限り120点を算定する。

（2）別の保険医療機関に対して、診療情報の提供を求めるにあたって
は、次の事項を記載した文書を患者または別の保険医療機関に交
付する。交付した文書の写しをカルテに添付する。

２.医科歯科連携に関わる情報提供診療情報連携共有料（情共）について

お問い合わせは、北海道保険医会事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

※摘要欄に連携先の保険医療機関名を記載する。

メ
リ
ッ
ト

　今回の改定では地域包括ケアシステムの推進のための取
組として総合的医療管理に係る医科歯科連携の推進が挙げ
られている。すなわちHIV感染症等の口腔に症状が発現する
疾患に係る医科歯科連携を推進する観点から総合医療管理
加算について対象疾患及び施設基準の廃止などの見直しが
なされた。また、医科の保険医療機関と歯科の保険医療機関
の間で診療情報を共有（診療情報連携共有料）することによ
り、質の高い診療を効率的に行われることが期待されてい
る。以下で確認していきたい。

[対象患者]

・
・

・
・
・

患者の氏名、生年月日、連絡先
診療情報の提供依頼目的（必要に応じて傷病名、治療方針などを記
載する）
診療情報の提供を求める医療機関名
診療情報の提供を求める内容（検査結果、投薬内容など）
診療情報の提供を依頼する保険医療機関名および担当医名

[診療情報提供を求める文書の記載必要事項]

診療情報連携共有料（情共）の算定イメージ

歯科保険医療機関

検査結果などを
文書で照会

医科保険医療機関

検査結果や
投薬状況など

情共　120点

情報提供

事　例

病名

主訴　歯ぐきから血が出る、たまに腫れる
所見　全顎的に歯肉の発赤と腫脹を認める
全身疾患等の既往　問診より糖尿病にて通院加療中

7
7

7
7
P2

療法・処置 点数月日 部位

4/1 初診 264

P精検（検査結果　略） 400

歯管 80

糖尿病の病態を考慮し
管理計画を作成

-

歯ブラシの選択と前歯部に
ブラッシングについて指示

-

情共（添付）文書で主治医に
情報提供を依頼

120

主治医から情報提供あり、
HbA1c7.8％

-

P画像（５枚） 10＋10×4

前歯部の発赤が顕著 -

総医（主治医からの文書添付） ＋50

スケーリング 72＋38×5

歯清（DH 保険医花子） 72

7
7

7
7

4/7 再診＋明細 56＋1

合計1,051

合計541

実地指 80
7
7

7
7

5/10 再診＋明細 56＋1

歯管 100
7
7

7
7

～
～

～
～

～
～

～
～




